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近年、農地の効率的利川を図るために、大規模な」二地改良事業が進められていま  

す。前橋市においては、昭和54年披から西大室、寓H、清里南部の各二1二地改良事業  

が着手され、昭和57咋度までにすべて完了いたしました。これに替わり、同年より、  

端気、小暮州坤の二地区で、新たに土地改良事業を行うことになりました。   

前橋市教育委員会では、このような開発事業に対し、埋蔵文化財保護の立場から、  

工事施工に先立ち発掘訴暦を行ってまいりました。ここに報哲する端気遣跡肘ⅠⅠも  

その一つで、前年度に引き続き、通水路ならびにやむを得ず削平する郡分について、  

記録保存のための発掘調査を実施しました。   

調査の結果、一万年前に測ると言われる有舌尖頭拙や縄文時代草創別の土郡片を  

はじめとして、ホ墳時代の住居址、咋世の大きな環濠などが検出され、前橋の一地  

域に営まれた人間の歴史の享丘みに、改めて感慨深いものを覚えます。ここにその成  

果の一端を報告します。   

この調査を実施するにあたり、終始ご協力いただいた農政部土地改良課、端気土  

地改良区の方々、また、酷暑のなかで庖接調査に携わっていただいた作業員の方々  

に、厚く御礼申し■卜げます。   

本報告書が、斯し学の発展に少しでも寄与できれば、幸いに存じます。  

峰聞159年 3 月 311≡】  

i）行橋市教育委員会  

教育長 金 井 博 之   



例  仁Ⅰ  

1．本書は端気二ll地政良三I一業に伴う理蔵文化財発抑調査報告班である。  

2．本道跡群の略称はG2とする。  

3．調査主体は、前橋硝教育委員会である。  

4．発抑朋査の要項は、次の通りである。  

調査場所  前楯山瑞気附字西谷∠192番地他17筆  

字着峨507番地仙13筆  

調査期問  ‖榊115S咋6日6仁】～11月151モl  

調査担当者  前山j川（i子  岸‖治男  井野修二  偶ノト啓一   前原  

申出！ア利夫  木暮 誠  術tl川／．＝触  

5．本書の執筆および編兢は．いこ本荘誠が担当し、糾文の遺梢・過物は前原豊が担当した。まと   

めは、木暮、前原の協議によ畑作成した。遺物整刊い図l伸幣理・l父＝両作成・遺物写真等は、担   

当者および整理作業員が分担して行った。  

6．遺物観察表は別冊とし、l刃芋lら七人学学生 須藤宏君の手をわずらわせた。  

7．発掘調憩および過物酢封＝こあたり、肝蟻大学数授 新井房犬氏、押蝿県坤職文化財発掘調布   

射業団 大江正行氏の御教示を賜った。  

8．調査ならびに本書作成にかかわった方々は、次の通りである。記して感謝する次第である。  

発掘作業員   

天‖玄市   

神野 信  

下州とも子   

州「lもと江   

野l町昌弘   

前＝一成  

岩木 楳  大沢はつ  人沢みさ  加郡二生  

tl－‘松英太郎  佐藤藤輔  佐藤夷寿用  佐藤他家  

鈴木こ ま  鈴木孝子  高島 康  滝l1＿l吉司  

登丸たけ  小島♯・h郎  小島つる  野中一七治  

主Iし林タ カ  さド林ナヨ子   平林ふさ  横塚イさl仁子  

横堀ま す  

五十嵐くま  

亀井弘美   

lく－111琴子  

渡木秋子  

平林 要  

宮わ明彦  

整理作業員   

栗岡エミ子  加郡二隼  木郡理有子  木村真弓  小林敦子  桜井留美子   

渋川則子  白井栄恵  卜山琴子  娘頗 一けチ  穿＝藤 宏  仕谷文彦   

千明仁至   



例  

1．遺構の略称は、次の通りである。  

古墳時代住居Jlト・ⅠⅠ糾文時代性ノ糾トーり 竪穴状遺構一′1、溝状適用上・W  

土鳩－・D 落ち込み－・0  

2．挿図図版の縮尺はヾ 次を基本としている。   

①遺構の住居址・竪穴状遺構・土鳩・・兄 住居址掘り万一・％，カマド→拓 環濠－・‰）  

環濠地断－▲・塩 全体図－・歳n   

②遺物 土師轟・須恵器・J－15の土郡→％ 革創期縄文土据・有舌尖頭岩詮・石篠ト・％  

グリッド山土の縄文上郡・石郡→％  

3．遺物番号は、遺物を取り上げた際の番号を、そのままイ射lヨしている。接合により複数の番号   

をもつ遺物は、一つに代表させてある。   
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Ⅰ 発据調査に至る経過  

前橋市教育委員会は、Il桐畑詞咋以来、西大皐をはじめとしていくつかの土地改良車業に伴う埋  

蔵文化財発掘調査を実施してきた。端気土地改良射業については、昭和5∠拍二5月、市虐政部より  

二仁地改良予定地内の表面調査の依頗があり、同年11ノ」、予定地が理蔵文化財包蔵地である旨を回  

答し、土地改良計画の検討を願った。その後、昭利57年5J］、瑞気土地改良区より教育委員会へ  

発掘調査依碩が提Jt†され、同年5月より8月まで、発掘調査を実施した。本咋度は土地改良事業  

の2年目にあたり、当初の5年計画が2咋計画に縮少されたため、最終年度ということになった。  

6月9日、土地改良区より発掘調偶の依頼があり、7月11［L 土地改良区と教育委員会の聞で委  

託契約が締結され、8月より発掘調査のはこびとなった。  

ⅠⅠ遺跡の位置と環境  

瑞気過跡群は、前橋市街地の北動こイ立閲し、＿t二毛電鉄ノト貝駅の真北約2】川】に所在する。前楠市  

の地形は、赤城lL＝南面の桝野部分（赤城火山斜面）、瓜頼川・桃木川流域の低地帯（瓜柳Il低地稚）、  

南西部の洪積台地（前橋台地）の3つに大別される。本選跡群は、地形「畑こは赤城火山斜面の末  

端部にあたり、広瀬川低地揮がすぐ南に拡がっている。両者の接点は、北西から南東に直線的に  

繋がる比高数Illの崖で、往時の利根川は、この座下まで流路をとっていたと推定される。「ハケ」  

という地名は、このような躇状の地形に多く見られる。   

本年度の調査地をもう少し詳しくlけじめると、ここは、東120111に商流する通称「戸別Il」なる小河  

川と、亘姉0111に商流する通称「ヤツ川」なる小河川に狭まれた舌状台地に「与i地し、標高は、116Ill  

～119Illを測る。北から雨水に緩かに伸びるこの台地は、概ね桑園となっており、東の谷は水川が、  

梢の谷は水田と人家が在る。   

赤城‥1南麓のこの付近は、河川の開析による計1大台地が多数形成され、古くから人間生浦の格  

好の場となってきた。「西川」の対岸の台地上で、本道跡の北東300111の芳賀西部工業団地遺跡群で  

は、純文時代のイ三＝許址が7抑、古墳が31基発見されているし、その西200111の大明神遺跡では、古  

墳時代の住居址2仰が検出された。さらに芳賀東部工業団地遺跡群では、王丁くは純文時代の住居  

址をはじめ、古墳時代の住居址、奈良・平安崎代の大集落、中・近りしの遺構等が調査されている。  

その東の桧峯遺跡では、奈良三彩の小壷が竪穴住居から山土している。芳計1ヒ部団地遺跡群では、  

糾文時代の住ノ削ヒ、奈良・平安崎代の住居Jll二が多数検出され、戦国期の城跡も調査されている。  

小神明遺跡群Ⅰでは、拙文・奈良・平安の住居址、中世の環濠が検出され、本年度の調査では、  

純文・弥生・古墳時代の住居址、■i！丁墳5基、中世の環濠等が検J】1された。   

このように、端気道跡群の周辺一帯は、まさに避跡の豊伸たる感があり、糾文帖代から現代に  

－1一   



至るまで、連綿と続く人肌生活の大引な如台となっていたのである。   

最後に前年度の端気遣跡抑制査結果にふれてみると、糾又時代の住居朝二が1軒、弥生時代の方  

形周溝墓が2基、古墳‖寺代の住月川Lが2抑、中世の環濠が1条、石敷遺構が3基検出された。  

須1図 端ラミ遺跡群と周辺追跡   

Ⅰ．才；お ぅ（遺 跡 群Il   （；．桧  睾  追  跡  

2．抽 気i出 跡 肝Ⅰ  7ノト 神 川り 追i郷 椚Ⅰ  

3．芳飢北部川地追跡肝  8ノト 帥l刑 遺 跡 群ⅠⅠ  

4誹朝来灘二l二業仁王l地追跡仰  a  ノし 料 i畏 跡  

5．）ン？1西部仁柴＝け虹追跡肝  l）l叫 11】 追 跡  
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ⅠⅠⅠ発掘調査の経過  

瑞気遺跡群Ilの調査は、昭和58年8月6日に着手され、同年11月15日まで実施された。調査対象  

地区は、土地改良の際50cI】1ほどカットされる台地上の桑園で、そのなかには数か所墓地が点在し  

ていた。まず全面の抜根作業を行い、その後重機によって幅5111のトレンチを束西に7本人れ遺構  

の確認作業に入った。遺構がトレンチ外に延びれば拡張することとし、たとえば環濠は墓地を除  

き全掘し、縄文包含層もできる限り拡張した。重機による掘削後4111ピッチで杭を打ち、北から南  

へA・Bとローマ字で、西から東へ1・2と算用数字でグリッドを設定した。グリッド名に平仮  

名やマイナスがでて煩わしくなったのは、当初の見通しが甘かったためと、拡張により面積が多  

くなったためである。その後の調査は、下記のように行われた。調査終了後、昭和59年の1月初  

句から3月末まで整理作業が行われた。  

匪璽団表」二酬J  …発相聞＃た  ＋馴i、写真  

第2図 発掘の鋒週  

－ 3 －   



Ⅳ 遺構 と 遺物   

1 住  居  址  

第1号住居址  

遺構（第3・4図、図版2）   

調杏区南西のS・T・U－－5・－小卜3グリッドに所在する大形什瀬川l二である。東西は7．7Ill、南  

北は7．8111を測り、面積は56．9Il12と、本遺跡における最人値を示す。平面形は、各辺が若干丸昧を  

おびた隅丸方形で、主軸方位はN－820－Eを指す。ローム地帖を刷り込んで構築されており、確  

認面からの壁高は平均46c川、最大伯は北東コーナー付近で58ctll、最′」＼他は両壁中央付近で33c‖を  

／  

第1層 朗槻色卜′パ ¢3打川lの軽イニiが微壇混入し、堅くしまっている。  
第2層11托隅色1二屑．ノ．l、も色卜（第3屑）がまだらに混人。畔ホを微最ふくむ。  

椚3屑 ≠．1！色巨Jや一  帖イlを少最ふくむ。  

0  

節31ヌ】第1号住居日朝Hノブ  
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須41馨1第1サイニ＝甘址   



（＿⊃   

＿B一   



A l17．30m  

第1層 にぷい栂色ニ1二屑 やや粧性をもち、焼  
二l二粒を5～7％含む。  

耶2層 にぷい橙色」二層 やや粁件をもち、桃  
土粒を20～30％含む。  

第2〃屑 明赤褐色土層  

第2～，屑 橙色二［憫 焼ニヒブロック。  
劉3層 明赤褐色上層 庚化物を微最含む。  
第3∩層 暗赤裾色二l二層  

弟3ム層 にぷい赤褐色土屑 焼二上粒、灰の混じ  

り。  
第3‘1層 鋸掲也二l二層 枇件をもつ。  
第3。層 にぷい褐色二l凋 ブロック：1大の料土。  
れ3l一層 暗赤栂色二L層 ブロックニ1大の粘土。  

第′1層 昭赤禍色二1淵 50％以＿卜が灰。  
夏作1誹ラ 黄褐色上層  
節右屑 にぷい班褐色二＝戸寺 対＝沙。  
第5層 黄褐色上層  

J。  

O  lm  

第51到 第1号1＝阜址カマド  

ー 7 －   



測る。覆二Ilは6層に分けられるが、2屑帥こは浅「川B蝉石が10～20c‖の厚さで雌積していた。周  

溝は帽23cm、探さ5cl11程度で、東壁のカマド北側を除いてほぼ施コニされている。床面はローム層  

を掘り込んで形成された里緻な黄褐色二l二で、住居址北半分に‥り凸部がl二‡につく。北壁際と両壁際  

の比高は10～15cmあり、珠面が北から南に緩慢な傾斜をもつことがわかる。このほかに、住居址  

北側において、「H什ヒ卯i明大の遺構が検＝された。北蝿の南に周闇射こ繋がる2本の満が走り、それ  

に平行する溝がP4を南北に通り、さらにP。から束に一本延びている。これらの溝は桶15～20  

cl】1、探さ10clll程度である 。また、南腫中央付近の床拍＝こ、比高5c日程度の高まりが検Jliされてい  

る。 これは、いわゆる入甘施設の高まりを比しわせるが、ピット等は検山されなかった。なお、本  

住ノ封Il二は、北壁に近い比較的高い箇所においてローム削平l両をそのまま床としているが、その他  

は貼り床を施工している。特に住居州二南半分の壁から1．5】11の  

職囲は一段と深く州り込まれており、下部に峠石を含む班色  

土を充填させ、その1二に黄褐色土を敷き彗引！一子lな面を構築して  

いる。ピットは合計8佃検州された。Pl～l）1は径4nc＝1前後、  

深さ36～56clllで、ほぼ住ノ糾11二の対角線＿1∴に配置されている。  

これは、主柱穴と考えられる。P5は径50cIll、深さ50cmと主杵  

穴の規模とあまり変わらないが、その位階から貯蔵穴とノ出わ  

れる。P6～P8については、支柱穴とも考えられるが、l州碑に  

長径c川  短径c川  探さc川   

Pl  39   36  42．5   

Ⅰ－2  ∠12   40  53．0   

P3  46   55．5   

Ⅰ）4  45   45  36．0   

Ⅰ｝5  50   52．0   

l）6  田   18  41．8   

P7  四   33  30．0   

P8  29   20  14．5  

ll－1 ピット計測表  
はわからない。  

カマド（第5図）   

東壁の中央からやや南寄りに位関する。全長125c‖、幅120cmを測り、主棚方位はN－88㌧一Eを  

指す。左袖上部に若干の撹乱を受けているが、遺存：1犬況は良好である。袖部は他山ロームー郵相  

り残しの【t二に粘土をはって構築されており、内壁はU字形を呈する。火床面は床面よりやや下が  

り、煙道部に至り、急角度で立ち1二がる。州り方は、ローム掘り残しを除き細長い円形に抑川込  

まれている。  

出土遺物（第6図、図版7）   

本址のJt1士道物は、二1二師告朋点、須恵湘17ノよ、管三に1点で、その他若干の理士道物がある。こ  

の数字が示しているように、本址の特徴として、まず狼恵湘カミ多くJll上していることが特筆され  

る。遺物の出土位置は、住居址東側と南西隅付近に多い似l／りがある。実測▼■別掲なものとしては、  

土師郡蒸1ノょく、須恵岩結杯蓋4点、須恵淵」不身2ノ・よ、須恵湘粕淵倭1点、須恵湘高杯2ノ吉（、閂三1三1  

点カミあげられる。土師岩拝のホは、口縁が外反し、Jjli描くはかなり張ると予想される。萄意告の蓋は  

休部がハの字状に外傾し、l二I縁端部に段が見られる。天井部と休部を分ける稜線は明瞭であるが、  

突起するまでには至らない。1の天井部には、ヘラ記号が刻まれていた。杯身は、たちあがりが  

ハの字状に内傾し、l＝1縁鮎郡に明岨な段は見られない。40は、休部にやや福川Ⅰルた箇所が見え、  

それは底部に連続していく。短穿席は、I二卜稼が直立しており、休部には3～4条の櫛描き波状文  

一 8 －   



が見られる。35の高林は脚部がなく、林部は沈紬によって画された稜がある。7は二段すかしの  

脚部で、長方形のすかし窓が上下5個ずつ配されている。これらの林は、形状の特徴から「陶邑  

古窪址群I」のMT15からTIく10くらいに比定できよう。51は碧玉によってできている。このほ  

かに本址からはいわゆる編み物石が12個出」二した。  

／ l ＼  35   

6 ∈ヨヲ  

∈∃＝∃勅 声「 ＼ 埋フ  二∵、  二二．＿．ヽ  10cm  

第61ヌ】第1片住有川＝け－卜遣物  

第2号住居址  

遺構（第7図、図版2）   

調査区北西のF・G←－1ト2グリッドに所在する。ここは、調査区北に集小する住居址群の南  

端に位置し、5111東にH－5住がある。本住居州二は、北東コーナー をD－13に切られ、一方南東コー  

ナーは0－2を切って存在する。平面形闇、動こカマドをもち、束西4．5111、南北4111のプラ形であ  

る。面積は17．2Il12と比較的狭く、主軸方位はN－101㌔－－Eを指す。確認面からの壁高は平均14c111と  

浅く、遺構の遺存状況はあまり良くない。特に西壁に平行する幅20～30clllの紗伏の撹乱が4本人っ  

ており、うち2本は床面まで切り込んでいた。周溝闇、幅17cIll、探さ3c【mで、住居の北半分に施  

工されていた。J末面はロームを掘り込んで構築されており、  

長径ctll  短径cm  探さc川  P．  60  55  64   10～15clllの厚さで貼り床がなされ、壁緻な面に仕＿1二っている。  

主柱穴はなく、ll］形の貯蔵穴がカマドの右、住ノ錮1二東南隅に  

掘られていた。  

－ 9 －  

Il－2 ピット計測蛮   



第1層 褐也二l二個   ¢3～5nl川の紐石を7％包含ノーる帥沙。  
第1〟屑明朗補色二じ層 ¢2～3日lmの軽石を呑那正也合するブロック状の紬砂。  
第2屑l増補色土層  
第3層 雄視色l：層  
第′1旧 情槻色上層  

第5屑 灰褐色土層  

¢2～51】lmの軽石を10％包含する紬‖沙。  
¢2～5…の蚊石を10％包含する比較的柔かい紬＝沙。  

¢2～5rlmの軽石を10％包含する紬＝沙。ロームブlコック少最あり。  

¢2～5＝の軽石、ロームブ「トノクを微壇包含する鮎凰一土。  

第71窒】第2号†封H址   

カマド（第8図）   

東壁の中火よりやや南寄りに位置し、全長140cm、腑80cIll、主軸方位N－1000－Eを測る。撹乱  

がひどく、遺存状況は悪い。袖部は、C軽石を含む暗褐色土を下部に敷き、その上に粘土を張っ  

て構築している。火床面は床耐とほぼ同じ高さで、側道部のたちあがりは750であった。安山岩賀  

の円礫が、支柱として用いられている。  

出土遺物（第9図、図版7）   

土師器35点と、いわゆる編み物石2個が出二】二した。実測可能なものは、襲2点、J不2点である  

磐は、くの字状口縁の11と、底部がやや突出する22で、杯は、内斜口縁を有するものと、口緑が  

ほぼ直立するものである。なお、流れ込みで頁岩製の分銅形石斧が上1仁ヒした。  

－10 －   



椚Ⅰ椚 にぷい英惜色卜J円 拙作をもつ釧砂  
で、微最の焼土と灰が混人している。  

須l。桝 橙色土朋 純焼上。  
打ル屑 橙也二上層 焼上がi二休であるが、¢  

2…の川砂が20％混人している。  
狛2屑 f・一り欠色L屑 焼巨と灰屑。  
須2〃屑 にぷい黄附色上層 焼上が50％。  
那2′′屑 灰椚掲色▼卜層 桃卜5％と、¢2‖】‖  

の川砂が7％混人している。  
＿A・ 裾i屑 橙色上層 焼上が半休であるが、¢  

2＝の机砂、炊が混人している。  
椚‘l屑 灰苗弼色上層 炊が朝％、焼土が微  
最混入している∩  

B
、
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■
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漣
 
 
 

m  

Ⅰ3  

第8lヌ】那2り・†．油日‖：カマト  

十コ l要望 

‾デ‾  

雛91メ1第2り・†肘甘址拙二卜遣物  

第3号住居址  

遺構（等10・13図、図版2）   

調奄区の北、ん・A・Il－－1・0・1グリッドに所在し、糾文時代の住居を切って構築されて  

いる。射西5．5111、南」ヒ5．7Ill、面梢29Il17を測り、i川11方位はN－2lO－Wを指す。他の三辺に比し  

西辺がやや短いが、平面形は比較的准った山方形をHす。カマドは北壁の小火に設問されている  

が、それ以肺こイ剰I」されたカマドの痕跡が火壁において検川さJtた。確認面からの壁高は、・、ド均  

26cIllである。壁は、1－15との亘巨複部分を除いてローム壁で、直線「l引こ立ち」二がる。周溝は幅26c川、  

探さ5clll柑で、全川しており、北カマド付近では大きく拡がっている。床面ははぼ平坦な面を墨  

－▼11－   



第1層 にぷい黄褐色二L層 軒イほ3％包含し、ややしまりをもつ糾砂。  
∫層  包軋、ややしまっている仙  

一、  

第4層 にぷい黄褐色上層 rノー一ムプ［∫ツクを10％包含する徴砂。  

弟5層 にぷい黄褐色ニー淵 蛸イほ10％包含し、ややしまりを有する微仇批1二がわずかに混入   
第6層l暗灰黄色土層 ・附ほ1％、ロームブロックを微亜包含する、やや柔らかい鮒抄。  

第101ぎl第3サ†三i渦址  

－12 －   



窮1層 にぷい黄褐色二l二屑  
恍．・1ニブロックが多い。  

第し個 昭褐色上層 灰。  
第1ゎ腐 臭‡、ミ也二1二屑  

第2層 槻灰色土層 焼土ブ  
ロック10％、炭化物  
を微出含む。  

第2。層 橙色土層 焼土。  
第3層 ＝l．侶軋色土層  

Al18．60m  

第111裏】第3号イニi舟；・址北カマト  

㊥  

l。  

1二 主上巌リ18・70m  
ブロックを多くil法人  

第3層 褐色ニ1二層  
第3。層 褐色二上層  
須3b層 黄褐色二l二屑  

第3‘屑 オリーブ褐色二卜層  

第3。層 明赤褐色上層  
第眉再 黒褐色土屑  
第5層 黄褐色ニl二層  

第6層 にぷい黄色上層   

第121ヌ】第二うサイ刷；・址刃壬カマド  

ー13 －   



長径ctll  短径cI】1  深さc111   

Pl  42   34   60   

Ⅰ）2  50   32   73   

Ⅰ〕3  35   33   74   

P．、  80   68   62   

P5  62   56   66   

P6  80   68   74   

P7  22   22   

するが、両壁付近にやや高まった箇所が検出された。貼  

り床は四壁に近い部分で施工されているが、住居lい火は  

ローム削平面をそのまま床にしており堅匝である。ピッ  

トは合計7個検出さjlた。P．～Pィは対角線上に配旧され  

た主柱穴で、P5・P6は貯蔵穴である。P6は貼り床下か  

ら検出されていることから、北カマド使用時には理め戻  

されたと考えられる。P7はいわゆる人甘施設に伴なうも  
ⅠⅠ－3 ピット計測表  

のと考えられる。  

カマド（第11・12図）   

北壁［†こI央よりやや東寄り  

に北カマドが、東壁中央よ  

りやや南寄りに東カマドが  

存在する。北カマドは撹乱  

がひどく、過存状態は恋い。  

主軸方位はN－60－Wを指  

し、巾副ま110cm、全長は不明  

である。袖躇l；は仁l色粘土に  

よって構築され、この粘土  

lいには最大長2cmの切り藁  

●● がすさとして川いられてい   

た。東カマドは焼ニヒが覆土  

となり、煙道郡がよく焼け  

ているが、袖はすでにな  

かった。これは住居址廃絶  

時において東カマドは廃棄  

され、北カマドがイ軋用され  

ていたことを物語ってい   

る。  

出土遺物（第14図、図版7）  

118．80m  

l  

須1層 糾色⊥瀬7 多却．のロームブ［トノクと少最の軽√Jを包含する糾砂。  

第131ヌ】第3サ†＝・＝‖」肘）■方   

本址の出土遺物は、土師湘208点、娘患者洋4ノよくと若干の哩土遺物である。実測可能なものとして、  

埜、杯、高林、手撹ね、須恵淵の杯身がある。坪は、いわゆる内斜lニト緑を有するものが1点で、  

他の4点は外棲を有するものである。手捏ねは、外帖こ指頭の圧痕がl抑瞭で、内耐こへラナデが  

見える。須恵帯は、「陶邑古窯址群I」による編年のMT－15くらいに位置づけられよう。  

－1／1－   



∈享∋7  
1一・・－ご  

第14図 第3号†封山山＝二l・．追物  

第4号住居址  

遺構（節15・16図、図版2）   

調査区北の住居密集地のほぼ中火、C・D－0・1グリッ  

ドに所在する。平面形は、火西4．8111、南北4．6111の正方形で、  

面積は20Il12を測る。主軸方位はN－760－Eを指す。ローム地  

11】を掘り込んで構築されており、確認面からの壁高は平均で  

長径c川  短径clll  深さc川   

Pl  46   61   

P2  42   46   

P3  46   40   68   

P。  39   35   GO   

P5  69   45   63   

P6  16   16   

lI4 ピット計測蛮  

35c111、壁のたち上がりはシャープ  

である。周溝闇、束南隅イ寸近を除  

き、深さ3cm、幅20c111の規模で施  

工されている。床面闇、ロームと  

軽石を含む黄褐色土で貼り床さ  

れ、堅緻な附こ仕上っている。概  

ね平坦で、両壁申火付近に若干の  

高まりがある。ピットは合計6イ囲  

検出された。Pl～P。は、対／勺線【1二  

に配置された主柱穴、P5は梢l二l州ラ  

の貯蔵穴、P6は人口施設に伴なう  

ピットと考えられる。  

カマド（第17図、図版3）   

東壁の小央にイ定置し、全長125  

cIll、幅87cmを測り、主軸方位N  

－760－Eを指す。袖部は、軽石を  

包含する暗褐色土を基底に敷き、  

第1J河 鋸揖也二卜層 ¢2～3川mの頼れと 0  
ロームブロックを包含する斉川沙。  

須15恒】第4サ†山仙1」附）ノノ   

ー15 －   
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し）  

第1闇 黒褐色土層  
軽石を7％包含し、  
しまりを有する紬砂  

第2層 にぷい黄褐色ニl二層  
明黄褐色上ブロック  

を15％包含する糾砂  

軽石の混入は3％  

椚3層 異褐也土層  
軽石を15％、明顛補  
色土を10％包含する  

鮒砂。  
第引田 累色土層  
軽石を微出包含し、  
粘性をもつ微妙。  

第5層 灰褐色二上層  
焼土粒をわずかに含   

Cl18・50m  
肌L  帆  

み、粘性をもつ微妙ム  

第161ヌl雛4号†三i淵・址  

一16 一   



（J  

しP  

1 3  ＿八’  
40m  

∧  

第1層 棋硯色上層 やや粧牲をもつし渡った紬＝沙。  
節し層 酎国包土層 粘件あり、堅くしまった微妙。  
第2同 憂．1池土層 焼1∴庚化物を少柚含む紬砂。  
第2。層 赤禍色上層 焼ニ1二。  
椚3屑 灰褐色土層 相性をもち、ややしまった微  

砂。カマド構築二1二と恨われる。  

第∠l層 にぷい憶色二l二 朴件を有す胱二1二。  
第5層 灰囚色上層 焼土粒が多く混人した微妙。  
椚5。層 赤褐色土層 焼二巨、庚化物鼎を多く含む。  

第5√一層 明赤褐色二じ倒 伏－L。  
第6便j さ．l、ミ也土層 灰、焼二1二粋が混入している。  

第6。偶 にぷい黄褐色土屑 微妙。  
第7屑 黄褐色土層 わずかに粘鮎をもつ微妙。  
第8層 明赤禍色二l二層 よく炊け込み！堅し、。  

第9層 明黄褐色土層 堅くしまった微妙。  
椚10層 暗視色土層 少掴の軽石を包含し、堅い。  
第11層り畑始椎色土層 ローム貿。  

椚12層 褐色上層 堅くしまった細＝沙。  
第12。屑 栂色二l二層 ロームが混入し、しまっている  

A＿＿  

第17図 第4号住居州ニカマド  

－17 －   



蟹＝∈訝  

ごこ≡－  

・、、こ一二・  

第18Iヌ】第4号†：輔H‖二山二1二道物（∧）  
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雛19lヌl第4サ住∬皿二川二】二遺物（Iう）  

その上に白色粘ニヒを川いて構築されている。右帥こは、裾弧材として逆性の鮭が用し）られ、また  

天井部にも饗が使川されている。火床耐は床面よりやや脆く、畑道郡で急用度に立ち上がる。掘  

り方は、壁外に半楕l刊犬に張り目し、壁内では、付近を10clllほど仰り込んでいる。  

出土遺物（第18・19図・図版8）   

本址のJli士道物は、二l∴帥淵73点、狼恵照片4点と若干の州士道物である。葦酎ま⊂Ⅰ綾部が外側し、  

Jjli刷iは長胴化している。8の底には木葉痕がある。43の悦は、鮭を転川したもので、孔は何らか  

の道具を川いて穿たれたらしく、その時の不整形な削り痕がl抑腑に残る。壷は小形で、最大径が  

胴部中火より上にあり、l＝】緑は直立する。杯は、棲をもたずややl斗酒ぎみに立ちあがる半球形の  

もの1点のほか稜を有し、口縁がやや外反傾向にある。このほか所制編み物石が2佃検F1はれた。  

第5号住居址  

遺構（第20・22図、【葵＝版3）   

調査区北の住居密集地l人‖こ存し、E・IT・G－0・1・2グリッドに位置する。プランは比較  

的大形の整った正方形で、東西6．′lm、南北6111、l姉債36Il12を測る。確認面からの壁高は平均15c‖  

と浅く、束壁のカマドと両壁の一郎が撹乱により毀損されていた。周溝は両壁、氷壁際の一部を  

除き、肺15cIll、探さ5c‖の規模でめぐる。床面は、ローム地‥ほ削平後貼り床を施され、水平な  

堅緻面に仕上っていた。州り方は、凹凸が跡著で、両壁、西壁から1．5Illの鶴間では10cIllほどの据  

り窪みがあった。ピットは合計6個検Jlはれた。主柱穴は対  

殉線上に配置されたP．～P‘．で、貯蔵穴はテラス内に深く穿  

たれたP5である。  

カマド（第21図）   

束壁の中央からやや南寄りに位潤し、全長148cm、幅92cIllで、  

主棚方位はN－74b－Eを指す。殿乱により過存：l人況はよくな  

い。袖部は白色朴．上が主体で構築され、基底にはロームプロツ  

ー19 －  

長径cIll  短径c111  深さcm   

I）1  34   30   56   

P2  四   40   40   

Ⅰ）3  32   30   53   

P．1  26   22   57   

P5  93   80   96   

1）6  34   30   30   

Ⅰトー5 ピット計測衣   



V
 
 

眈乱   3 4   Bl18・30∩－  

第1層 昭栂色土偶 ¢1～4n】【nの一軽石を15％包含する拙砂。  
第2層 槻也二上層  ¢1～‘1…の軽石を15％、明曲硯虻二1二を微最包含する紬＝沙。  
椚2∩層 栂也二1二屑  ¢l～4nlmの瞭石を微H包含し、ややしまりを有する榔沙。  
須3層 灰栂色二l二層 ¢1～4n11日の柑石、lJ一人ブロックを徴甜止合する卿＝沙。  
恥1層 棋栂色」二屑 ¢1～4mmの畔石を微H、ロームブロックを10％包含する紺＝沙。  

第201到 第5号†＝．軸t二  

ー 20－  



A⊥！旦40m  

51 ノ／態堕し  

＿A’  

焼土10％を包含する細＝沙。  

焼土10％、灰40％を包含する拙  

砂。  
灰が主体で、焼土20％含む。  
¢3mmの軽石、焼二l二を10％含む。  
粘性、しまりを有する糾砂。  
しまっている。  
焼土。徴出の軽石を含む。  
少出の峠石を含む。  
貼牲、しまりを有する榔砂。  

第1層 畔f灰黄色土層  

第2層 黄灰色土層   

第3層 灰黄色土層  
耶3〟層 真射掲也二l二層  

第4層 黄褐色」：層  
第5層 補色二L層  
第5〟屑 赤褐色土層  

第6層 褐色土層  
第7層 硯色土層  
第8層 にぷい黄補色二l二層 純仁】也粘土。  
第9層 槻也土層   ロームブロックを25％含む。  
第10層 明黄補色土層 ソフトローム。  
第10。屑 褐色上層   かたくしまっている。  

ぐ）  

第21図 第5号仕尉址カマド  

ー 21一   



クを含む褐色土が用  

いられている。火床  

面は床面とほぼ同じ  

で、煙道部立ちあが  

りは740である。  

出土遺物  

（第23図、図版8）   

本址の出土遺物は  

二1二師器72点と若干の  

哩二l二遺物で、実測可  

能なものは、架・杯・  

高杯である。襲は口  

稼がゆるく外傾し杯  

は稜を有する。高林  

は、1・8が師部に  

稜を有している。こ  

のほか、いわゆる編  

み物石が、2値1出土   

している。  

118．40m  

第1層 さ．射場色二l二層 ロームプ「トンクと附沌含む0  
第2層 黒槻色土偶 成分は1酢こ近いが、しまりは少ない0  
第3層 糾色上層 ロームブロックが多抽こ混入0  

第22図 第5号住居朝潮什ノJ▲  

三三二■  

第23図 第5サ†主居・丑山十，遣物  

第6号住居址  

遺構（第24・26図、図版3）   

調査区北の住居密集地のほぼ中火、B・C－1・2・3グリッドに所在し、北から右廻りに9・  

－ 22 －   
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④
 
 
 

B＿吏8・80m  

第1層 オリーブ黒色1二層 プ．1地土を5％、鋸褐色寸．を10％包合する紬＝仇  
第2層 棋補色二i二屑  ¢21nmの軽才iを微光包含する郷‖沙。  

第241馨】第6サ酎冊lヒ  

一23 一  



A」⊥む70m  

第1屑 明典栂色二上層 焼土20％を包含する紬  
砂。  

第2屑 槻也．・上回 軽石を御題包含する糾砂。  
第3屑 にぷい硯色二I：屑l′他粘土。焼二1二粒の混  

入が25％。カマドのf†峰築土か？  
須′1屑 栂也二l二屑 粘性の少ない紳＝沙で、焼l二  

25％包含。伐化物のさ昆入微最あり。  
第4‘一層 明赤栂色ニヒ層 焼土。しまりをもつ川砂。  
第5屑 明赤隅色ニ】二層 焼．l二。  
第G屑 にぷい曲靭色二1滴 ら￥くしまった白色糾  

t二。舶こより桃卜粒が見られる。  
椚7屑 ガ、池二上屑 ¢2～8mmの軽イ三fを7％包含  
し、しまっている糾砂。  

第8屑 硯色刷1¢5…の軽石を微最包含する  
拙ホ少。  

第251ヌ】第6号†三川；・別ニカマド  

10・8・4・3号住居にとりl矧まれている。プランは東西5．7111、南北5．3111、の正方形で、面租は  

271¶2を測る。カマドは東壁に位閏し、主軸方位はN－1020－Wを指す。ローム他山に掘り込まれて  

おり、確認面からの壁高は平均12c川である。両壁は、一部珠面まで達した耕作状の撹乱により、  

－ 24 一   



毀損を受けていた。周溝は幅約18cm、深さ約4cmで、ほぼ全周  

している。床面は、ローム地山を削平後一部を除き貼り床さ  

れ、堅緻に踏み固められていた。掘り方は、床面中央に直径  

80c‖程の床‾F土坑と、両壁に沿って幅70c111程のテラス状の掘  

り込みが認められ、どちらも深さ12cIll前後、ロームブロック  

と軽石を包含する細砂の浪士により埋められていた。また、  

長径c11l  短径cm  深さcl11   

Pl  37   34   

P2  44   38   40   

P3  36   30   37   

P4  37   32   40   

P5  88   67   58   

Ⅰ1【6 ピット計測裁  

P．と西壁の中間に1  

辺30cm、深さ20c日程の  

すり鉢状の土机が検  

出さjtた。ピットは合  

計5個検Jrl二iされた。Pl  

～P4は、対角線上に配  

置された主柱穴、P5は  

楕1二里仔の貯蔵穴で、カ  

マドの左、床而よりや  

や低いテラス状を呈し l  

た所に掘り込まれてい   

た。   

カマド   

（第25図、図版3）   

東壁のlい央やや南寄  

りに位置し、全長132  

cIll、幅112c111を測り、主  

相方位はN－1090－W  

／  

ロームブロックを20％、軽石を5％包含するしまった紬砂。  

河
田
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～3nlmの軽イfを7％包含する紬砂。  2
2
や
 
 

¢
柚
須
や
 
 
 

屑とロームブロックの混二」二。  

しまりをもつ糾砂。  

第261音Ⅰ第6号住居址裾川力  

を指す。確認耐が床面に近かったため、かなり抽消りされていた。袖部は白色粘土で構築され、右袖  

の先端部には逆位の染も便川されていた。基底部はやや砂質の累褐色土が敷かれており、支柱は  

安山岩質の円礫である。火床面は珠蘭はりやや低く、煙道部は緩やかな傾斜から先端部で急角度  

となる。掘り力■は、壁外に長方形に張り吐け。  

出土遺物（第27図、図版9）   

本址の出土遺物は、土師岩沼0点と若干の理士道物で、このほかにいわゆる編み物石が2個出土し  

た。実測可能な過物は、埜3点と杯4点である。班は口綾部が外傾し、33・34は胴部が長胴化を  

呈し、一方8はかなり球形を呈している。杯は、1が外稜を有するもので、口縁郡はやや外傾し  

ている。37・50・56は似た形状である。これらは、口緑部と底部を分ける明瞭な稜線がなく、口  

緑郡がやや内湾ぎみに立ち上がっている。  

一 25 －   



第271妻l第6一別朝刊山廿Ⅰ二遺物  

第7号住居址  

遺構（第28図、図版4）   

調査区北の住居密集地内に存し、Ⅰ）・E・F－3・4グリッ  

ドに位置する。Ⅰ一Ⅰ－8住と．甘複関係にあり、本址の力‘が新し  

い。プランはきっちりした正方形で、カマドを西壁に持ち、  

東西5．8111、南北5．6111、Irlf横30111？を測る。主軸方位はN  

－1040－Wを指す。確認面からの押l島は平均30c111で、ローム壁  

長径c111  短径c川  深さcm   

I）1  36   36   76   

P2  19   17   42   

l）3  34   61   

Ⅰ）．l  35   30   

P5  84   73   109   

1－6  四   35   6   

ⅠⅠ一7 ピット計測衣  

は鋭く立ちあがる。周溝は、平均の深さが3c111と浅めであるが、全周している。床面は東イ神lI火  

付跡こ凹凸が目立ち、東壁際には径70clll、沸さ10c‖の丸い拝みがある。また、P。と東壁の「‖＝こは  

l冊士切溝状の逮捕があった。貼りノ末は一部施工されており、面はしまっている。Pl～P4は主柱穴  

で、貯蔵穴であるP5は、J人面より一段低いテラスに深く掘り込まれていた。  

カマド（第29図、図版4）   

西壁の中央よりやや南寄りに頼嗣し、全長119c川、幅98c‖、主軸方位はN－1070－Wを指す。袖  

郡は白色粘土で造られ、基底部に用褐色二Ⅰ二が川いられている。支柱は安l1膚質の円礫である。掘  

り方は、壁外に長方形に張りr1ル、矧如こ周満と径30c日の丸い拝みをもつ。  

－26 －   



④
 
 
闇
 
 

b
 
－
 
 

第1層＋黒色二l二僧  ¢2～5nlmの軒ホを7～10％包含する紬‖沙。  

第2層 け斉▲手補色二i二層 ¢2～5nlmの戟紺を5％包含する珊＝沙。  
0  2m  

第3層 暗硯色土層 ¢2～5…の軽イご沌5％、ロームブロックを微光包含する紬軌  
第3。層 黒色二t二層  ¢5mmの蛙わを3％包含する柔らかい紬沙。  

第28図 第7号住居鉦  

－ 27 －   
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出土遺物（拾30図、l剰坂9）   

本址の州・卜遺物は、二l二帥鼎別点と若二l二の理⊥遺物で、実測吋傭の遺物は、班・む・坪である。  

梁は仁l緑部が緩やかに外反し、底部は突rlルている。18は有掛コ緑の系i津守をリlく茹で、外耐ま50  

と同様によく磨かれている。丹心すべて外稜を有するもので、l1緑はやや外反傾向にある。47は  

据高が砥い。このほかに、いわゆる編み物れが2帥＝＝上した。平均の重さは950gであった。  

［ k∴－！ノ（  

第30lズl雛7り・†＝車址出二t二遺物  

第8号住居址  

遺構（第31・33図、図版4）   

調査区北の住居酔狂他のはぼ申火に所在する。グリッドはC・Ⅰ）・E－2・3である。本址の  

両壁とⅠⅠ－7住の北壁が30cIllはど亜複しており、プラン確認の段l椚でⅠⅠ－7住の捜」二が本Jll二との  

－ 29 一   



④  

B＿＿＿上ぜ・60m  

32  恍礼   1 楳軋   Ⅰ  壮乱  丁   2   

勉醜貌済  
0  

＿B′  

2m  

椚1層 ′リ㌔褐色二卜層 ¢2～5…の瞳1ほ5％、lトムブロック2％を包含する柔らかい拙帆  
第2層l暗補色上層 ¢2～5日l■nの惟イごほ2～：う％、lトム7サロツク微址を包含する柔らかい紺  

抄。  
雛3屑 昭硯色二1二層 明弗親心のロームブりツクが多∃1いこ混人している。  

第311窒1第8号住居址  
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⊂）  ⊂〕  

し1  

〔⊃  ⊂〕  

⊂）  

∧ 【  2∂   【  A’  

【〕118．60川  ←B′  

＿‾∴  

0   l【「  

l U  
q  

椚1屑 糾色1二層 肘′】ミ、しまりとし少ない糾紗。  
肌巨粒・「トム㍑、微最の伐化物ガⅧ人。  

椚2層 黒栂色土屑 焼二仁：i（）％を包合する拙砂。  

第2。層 撞色二l瀾 焼：上。  
椚3層 にぷし潤色上 辛目ノl∴ しまりを？■】：卜付する  

紺＝抄。焼1二は‘10％混入。  

須心憎 暗褐色上回 焼巨を2り％、灰を多抽こ包含  

ナる利＝“少。  

椚5層 釣硯色上回）佃宜 しまりをイける紬砂で  
20％の焼▼上がlユ▲〕jLる。  

打川Jパ オリーゾJ・‡色上回′他粧巨。  

椚7層l暗オリーブ栂色十舟 粘性をもつ紺砂で、  

須4層＋伏栂色卜屑 灰、焼卜を包合する紺砂。  ¢3（ト仙1mのロームブロックの混人あり  

須ニi2！ヌl第8り・†＝廿址カマト  

→31－   



重複郡分に入っているという所見を得、排土作業を進めて  

いった。Ⅰ－Ⅰ－7住と本址の珠両厄、Il－7住の方が深い。そ  

の差は約15c‖で、本址は抹朝∩、－までH－7住により毀損され  

ていた。平耐l引か宿業な．1Ⅰり州ラで、カマドを北壁に持ち、主  

軸方位はN－130－1Vを指す。東西4．6111、南北4．8111、面積20  

111？を測る。確認面からの壁高は主I乙均15c‖とうすく、筋状の撹  

乱が3本抹面まで達していた。川満は、東壁の両側を除き4  

長祥cm  机径cm  沫さⅢ1   

Ⅰ）t  ：i9   36   7（）   

P2  28   50   

P3  37   28   66   

P．－  四   25   6′1   

P5  73   62   39   

ⅠⅠ一8 ピット汁測衣  

c11僻度の深さで掘られている。床  

面は、ローム他山を削平した後貼  

りノ来を施し、堅緻に仕■卜っている。  

掘りノノは、両側が5clll、西側が10  

cl11落ち窪んでいた。ピットは合計  

5個検山された。主柱穴は4本対  

川絨∪∴に配閏されており、貯蔵穴  

はカマド右のテラス内に長方形の  

プランで掘られていた。  

カマド（第32図、図版4）   

北壁の中火にイ立置し、主軸方位  

N－60－Wを指す。全長173cm、幅  

101c‖を測り、残存状況は良好であ  

る。袖郡は白色粘土を川いて構築  

されており、基底にロームの混入  

した暗オリーブ褐色土を敷いてい  

る。 袖の神棚材として円礫が使用  

されており、ちょうど焚きl二lを塞  

いでいるのは、崩落した天井石で  

l18．60m  

第1層l眉根色二1潮 蛸√沌2％包含する紺l抄で、川iに黒色十あ県  
第2層 鵡栂色土層 ㌔．霊ユ仏土をまだらに包含する拙仇  
第3層 槻也上層 lリ憐褐色ロームブ「∫ツクが多妬こi上之人しているq  

O  2m  

第331宝】第8号†三i三居址据リノノ  

ある。支什には、小型の煙が逆位で使川されている。火抹面は珠肋よりやや低く、煙道部のたち  

卜がりは急用度になっている。州り方は、岬外をきっちりした長プ州ぅに楓り込んでおり、この部  

分には白色粘土がびっしり敷かれていた。  

出土遺物（第34図、図版9・10）   

本址の＝士道物は、二日帥拙53ノ∴くと若干の1肛二1二遺物で、このほかにいわゆる編み物石が5個、安山  

岩製の無茎石紡が1ノよ‖H二している。袈は川刑iが長胴化しており、36は胴部上方に小孔がある。53  

はカマド支柱に川いられた小形の班で、37は外反したIニト緑の端部が肥厚している。1は大形鶴で  

46は指おさえがl州酔な手担である。杯は外枠を持ち、39は肥厚した底部をもつ。  

－32 一   



第341ヌ】第8サ†▼i沖；・丑山二l二遺物  

第9号住居址  

遺構（節35・37図、図版5）   

調査区の最北端、を・ん・A－2・3グリッドに所在する比較的大形の住居址である。南東コー  

ナーがH－10住と重複しており、本住居址の方が新しい。西にカマドをもつ正方形のプランで、東  

西5．7111、南北5．6Ill、面積301112を測り、主軸方位はN－1100－Wを指す。ローム地l．1．1を掘り込んで  

構築されており、碓認面からの壁高は平均42cmと深く、ローム壁は急角度で立ち■1二がる。西壁中  

火付近に大きな撹乱が入っており、お袖はとばされ、床面も一郎掘り抜かれていた。周溝は、幅  

－33 －   



2 1 

3  

5 ＼二∵二室≡三三三プ／′′フ1。  

狛1購 オリーノ閑色二卜屑 しまりをもつが、抑lご巨の少ない紬砂。  

椚2Jパ さ、l．他二I二層  隅色ローム柑を20％包含する釧砂で、粧牲烏少ない。  
椚3層 抑欠色1二屑  瞳石5％、¢10‖11¶の＝一人ブロックl（）％を包合する微妙。  

打ト1屑 ノ【．裾閣色二1二倒  しまりをもつが、鮎件の少ない微妙。枕：ヒ粒の微光の混人あり  
椚5屑 オリーブ棋色二卜J円 机件が少ない紺＝沙。  

第351ヌ】須（）サ肘出ヒ  

ー 34 －   



＿A’   
A＿  

第l屑 にぷい弗色1雄弓：机伸、しまりをイり‾る微妙。  
冴！2屑i′射如月雄7 射出、しまりを有し、灰を州％、焼二巨．を1（）  

％包含する糾砂。  
第3椚 灰黄褐色二1：層 別二卜を10％、灰を1（1％包含する相川少。  
訝トl屑 灰朗色土層 やや抑†′ほらち、焼卜を20％、灰を10％包  

含する釧砂。  
第5屑 にぷい黄褐色土屑 自色粧仁。微光の焼二仁粒あり。  
第5′～屑 オリーブ褐色1二屑 白色粧11と地山の混十。  
第56屑 にぷい赤禍色二t淵l‘他粧二上の焼けたもの。  

椚5（、屑lリ偶色二i二屑 肱ヒ。  
第6屑 プ、‡封揖色二1二層 ¢車11mの車＝lを微最包含するしまった緋砂。  
第7屑 灰典褐色土層 白色机上。微壷の炭化物、川根色上が認  

め▲）れる。  

第8J戸1糾色．卜層 雄視色l■．、地山等の満目■て、しまりをイけ。  

第361裏】第9サ†i川里宜カマド  
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20c111、深さ4cl11の硯楔でほぼ全周している。床面は賞褐色を  

呈し、平坦な堅緻而にイニl∴とっていた。掘りプブは、南脾際が最  

大20cIll州り締められ、ロームを含む黒褐色土で貼りノ来されて  

いた。ピットは、∠1本の主柱穴が対角線】1二に配され、貯蔵穴  

は、カマド左の－・段低いテラス内に楕l二l川ラに掘られていた。  

カマド（第36図、図版5）   

西壁の小火よりやや南寄りに位間し、主軸方位はN  

長径c111  短径c‖  沸さcl】l   

1）．  60   53   

Ⅰ〕2  57   ／18   63   

P3  60   53   

P．、  48   43   58   

1）5  95   75   91   

lI－9 ピット計測衣  

－1120－Eを指  

す。後世の掘り  

込みにより、右  

袖、焚き口、燃  

焼部が破壊され  

ており残存状況  

は悪い。左袖は  

壁から50cmの長   

さがあり、白色  

粘土で桝築され  

ていた。粘土の  

厚さは30cIll程度   

で、その下には、  

黒褐色土、褐色  

土の2層が全休   

で15c川敷き込ま  

れ、先端部には、  

i引立の饗が．叫め   

込まれていた。  

第1層 栂色上層  軽イlを5％、ロームブロックを少昆：包含する照湖lな相川少。  

第2層 プ．l．ミ褐色ニー二脚 ¢2～15…の雌イrを10％包含する柵＝沙。  
第3層 プ．l、ミ糾色土層l別井硯色ロームブロックと須2層の混じり。  

0  2m  

第37図 第9サ†三＝i；・址仙川ノブ  

煙道部はびっしり固められた白色粘二Ⅰ二で構築され、掘り方は三角形状に張り出す。撹乱により半  

分以上毀損されたカマドであるが、非常に精巧に造られていたと触像される。  

出土遺物（第38図、図版10）   

本址の出土遺物は、土師君臣72ノよく、狼恵岩浮2点と若干の理二L遺物があり、このほかいわゆる編み  

物石が4佃川1土している。170の班はカマド左袖の構築材で、胴部は長胴化している。87の俄は、  

逆ハの芋状を呈し、底部は単孔である。43の肘はI二】稼が直立している。杯は、いわゆる内斜口緑  

を有するもの、外稜を有するもの、稜の明確でないものがある。47の内面には、ヘラ記号状の刻  

みがある。須恕岩糾ま無蓋高林の林部と思われる。  

一 36 －   
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第3捌宝】第91〃＝巾l川トト遺物  

第10号住居址  

遺構（第39・40図、図版5）   

調査区北の住居密集地内、A・B  

－3・4グリッドに所在する。北西  

コーナーをH－9住に切られたiEプJ  

形の小型住居で、東1叫4・1111、南北4．  

2111、面積161112を測る。主軸方位はN  

－820－Eを指す。ローム他山を州り  

込んで構築されており、確認面から  

の壁高は平均43clllと深く、ローム壁  

の立ち上がりは垂直に近い。周溝は、  

119．10m  

長径cIll  短径c川  深さcm   

P，  21   15   4／1   

P2  田   22   43   

P3  四   15   52   

P．1  28   21   49   

P5  59   59   53   
第1層 黄褐色二上層 微弱の棋色▼上、軒イほ含む堅固な細‖沙。  

第39図 第10サ†圭居刊＝凧リノノ  

ー 37 －   
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④  

■
 C

 
 

Bl19．00m  

第1層 棋栂色三上J仁一 糾件の少なし、微妙。  
第2層 にぷい釣隅色上層 粘性の少ない微妙。  
第3屑 まl池二仁肘 ¢2～3＝の「トム柑を5～7％  

包含する細＝沙で、相性をイTrj‾。  

打ト1層 明朗槻色二川j ブロック状のlノームでl「も￥い。  

第5J再 褐色卜肘 掛件の少なし－相川少。  

沼日付7 ま畑眠色卜桝 蛸イrを微招、ロームを5％包含  

する釧砂。  
須7Jナウ ま蔓．も色二上層 机什やへ■Jリ皇iくザラ・りざラした拙紗。  

椚8J円 オリーブエlも色卜屑 抑円が少ない紬砂。  
雛！）ノ円 状糾色卜屑 相性をイり‾る微妙。  

恥1（昭】第10サ†仙川ニ  
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（つ  

∧⊥竺tOOm  ＿A′  

第1層 典褐色二冊7 岨二Jを5％、焼」二粕を3％包合する拙仇  
椚2層 オリーブ栂色十屑 焼土成多最に合む紬＝沙。  
椚3層 暗槻色上層 牡トブートソクを30％包含する割肘少。  
椚‘1層 にぷい弗硯色卜屑 やや鮎畑をイける柔らかい柑‖仇  
芸軋凋 明赤槻色土屑 焼巨を多埴に含む紺砂。  
第5層 陶色二＝習 多」止の机上と灰の混入したもの。  
第5。層 にぷい赤栂色二上層 机上粒を5％包含する拙眈  
第5古層 栂色土屑 焼土粒、黒色＝甘を3～5％包含する紬沙。  
第6層 ′リ・ミ栂也ニl瑠 ¢′lmmの頼イ沌3％包含する細胞。  
椚7層 にぷい州褐色ニヒ憎 机上と≠．町隅色卜の混じりで矧批  

第8層 明栂色川7 机」二が1…で、ノ■．1も褐色二1二の混入あり。  
第9層 褐色二上層 ローム層が寸休で、軽ti、焼土粒の混入あり  
卿“層 よl潤色日パ 炭化物を榔．泡含するしまった榔沙。  
獅ム屑 栂色上回Iri竺くしまった紬帆  

恥111窒l第10号住居址カマド  

向壁の一部を除き、深さ3clllでめぐっている。床面は、貼り床された水平面で、堅く踏みしめら  

れている。貯蔵穴の西には、テラスを意識してか、若干の高まりがあった。ピットは、合計5個  

検州された。主柱穴は、対川練卜に配旧されたPl～P．．で、径30clllに満たない小形の楕円である。  

貯蔵穴は、カマドの右に位閏し、肌丸方形のプランをもつ。  

一39 －   



カマド（節41図）   

東壁の中火からやや南寄りにイポー■】：  

する。全長133c111、幅113clllを測り主  

軸はN－860－Eに傾く。ネ1順l；は、基  

底にローム主体の褐色二l二を敷き、そ  

の上に黒褐色二1二の混入した粘土を附  

めて構築している。火床面は床面よ  

りやや下がり、煙道部に至り、急用   

t§  

打ち42図 第10号住居■州二山ニヒ遺物  

度で立ち－l二がる。火沫郡の‾fミーには  

ローム主体の褐色土が敷かれ、掘り方は楕円ブlラを呈する。煙道部の掘り方は、650の傾斜で半円形  

に30cl11張りJlけ。  

出土遺物（第42図、図版10）   

本址の山ニヒ遺物は、二Ⅰ二師ポ23点と若干の州二卜遺物で、実測可能の過物は杯2点と高杯の脚部1  

点だけである。杯は外稜を持つものと持たないものがある。20は外稜を有し、目線がほぼ直立し  

ている。1は外稜が不明瞭で、l1緑が直立しており、湘高は高い。8の高林は、脚部の底があま  

り拡がらない。このほかに本址からは、いわゆる編み物石が5個出土した。  

第11号住居址  

遺構（第43図、図版5）   

調査区北の住居密雉他の東端、Ⅰ∋・C－5・6・7グリッドに所在する。住居の一部が調査区  

外にかかるため、全体を調査することはできなかった。また、付近は、本遺跡の住居群の占地す  

る台地が、ちょうど束の谷に向かって落ち始める所にあたり、本址の東側は、耕作土を掘削した  

段階で床耐まで露呈してしまった。カマドは調査できなかったが、貯蔵穴の位旧と焼土等の分布  

から、東壁に設置されていると推定される。プランは二il三ノブ形で、西壁は5．4Illを測る。主軸は、N  

－570→Eを指す。確認面カ、らの壁高は、最沫部の西壁で30cmで、ローム壁は鋭く立ち上がる。周  

溝は、4cmの深さでめぐる。床面はロームと班禍七土の睨二卜  

で貼り床され、堅くしまっていた。西南隅イ寸近からは、深さ  

10c111の間仕抑制犬の拝みが検出された。ピットは合計4佃検  

出された。主柱穴はPl～P。で、もう1植＝よ未発掘区内にあ  

ると推定される。貯蔵穴はP。で、隅丸方形のプランをもち、  
長径cIll  短径c川  探さcIll  Ⅰ）．  田  43  50  P2  36  33  45  P3  32  32  59  P4  79  75  84   
ⅠⅠ－11 ピット計測衷  

住居址束南隅に構築されている。  

出土遺物（第44図、図版12）   

本址の出ニヒ遺物は、土「肝帯53ノL∴狼恵那片1点と若干の埋士道物である。実測可能の遺物は、  

埜1点と坪1点である。饗は、胴部が長胴化しており、縦方向にへラケズリが見られる。杯は、  

外稼が不l脚瞭で、l＝】緑部はやや内湾ぎみに立ちあがる。内所にヘラ記号状の刻みがある。  
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椚l朋 ま】、も栂色二上回 衣卜。  
第2屑 メ．則喝色」川1柔1かし、紗守守二卜。川作仁。  
第2“屑 カ■リープー黒色二卜屑 柔らかい砂田二i二。耕作二l二。  
劉3屑 昭灰黄色」巨J西 相性、しまりとb少ない鮒砂。  
恥1屑 州褐色十屑 ¢2mll】の頼イiを15％包合する細＝沙。  
椚5屑 オリーブプ．l、‡也二卜屑 畔イlを2∩％包含し、やや  

相性をもつ釧抄。  

打さ5。層 にぷい苗観色上層 粧性の少ない拙砂。  
打川層11抒オリーブ栂色▲卜脚 絆件の少ない細＝沙。  

須7層．里栂色川当 寺椚l∴ しまりをもつ拙砂。  
須8仲子 ㌢．沌汗潮頼イrの混人多く、しまりある矧‖沙。  
打軋層 三．町色＝円 ヤノや附ノ睦もつ紬＝沙。  

須9層 さ．l．t陶色上層 粘性をもつ紺砂。  
椚＝）層 畔一隅也二】淵 微摘の桃1二のiほ人あり。  

雛431到 第11号†．i沖川二  

－41一   



■∠：  

節441受l雛11別＝廿址汗二l二遺物  

第12号住居址  

遺構（第46図、図版5）   

調査区西のⅠ）・Q－－7・－6グリッドに所在する小形住居址である。本址の東側は基地のため調  

査対象外で、北西コーナーは墓場によって切られていた。このため全体を調査することはできな  

かったが、規模は、おそらく本選跡のなかで臓小だと偲われる。本址に一席近い住居は、墓地を  

狭んで南東10111に所在する、本道跡中最大のⅠⅠ－1住である。平「址形は南北に長い長方形で、東壁  

は1．8111、両壁は1．2111を測る。面税は、調査網掴・】で9．5Il12、長軸方位はN【370－Eを指す。カマド  

は検出されず。有無については不‡〃」である。ロームを掘り込んで構築されており、確認面からの  

壁高は平均39cIllと深い。壁はしっかりしており、急角度で立ちあがる。床面はほぼ水平で、しまっ  

た面に仕上っている。貼り床が全面にわたり施され、書ミ褐色二l二が厚さ7～8c111敷かれていた。周  

溝はなく、主柱穴、貯蔵プくも検山されなかった。遺物出  

が少なく時期の判定は難しいが、他の住居址とあまり変  

わらない時期に位置づけられるとすれば、本址はそれら  

の住居址群のなかでも、特異なものと考えられよう。  

出土遺物（第45図）   

本111二の出土遺物は、土師拙3点と糾文の流れ込みが7  

点であった。2は鉢状の土師岩洋である。  

－ 42 －  

須451受l第12サ住居址川二仁遣物   



∞m  ∧←  

ふこ＿誓∵ 7㌧＼5シ  第1層 硯色上層 柔らかい砂塑－1二。  
第2層 にぷい薫陶色卜屑 紺＝沙。  
耶2‘一層 褐色二l瑠 釧砂。  
第3層 にぷい黄褐色上層 帥沙。  

－●   －■‾   ●     －－  ■●●  ● ■  －  

ブロック」大の州紗。   
層  
層  
層  
層  
層  
ローム賀‘の多い微妙。  

等3′一層 圭．射出土層  

第吊再 錯視色上  
椚5層 黒褐色土  
第5。層 昭補色上  
第6層 暗禍色1二  
第7層 暗栂色二1二  
買仇層 褐色二上層  

第461京】第12り・†山車l卜  

第13号住居址  

遺構（第47図、図版6）   

調査区の南西l槻、Y・Z－－11・－10グリッドに所在する。耐11りはIll世の環濠に切られており、  

北側は基地があるため、北壁の一部しか検出できなかった。プランは、本遺跡の住ノ捌Lの特徴か  

らおそらく正方形を呈するものと恨われる。東壁は5．3111を測り、主軸方位はN－300－Eを指す。  

ロームを掘り込んで構築されており、碓認而カゝらの壁高は44c111と沫く、適存状況は良好であった。  

周溝は平均の溌さが3c川で、東壁の北を除きめぐっている。  

床面は北側がやや低いはかはほぼ平らで、黄褐色の堅固な面  

を呈していた。粘り床が施工され、掘りノ」－は東側とカマド付  

近が下がる。ピットは合計4値検山された。Pl～P3が主柱穴  

で、4木柱から成っていたと思われる。P．1が貯蔵穴で、カマ  

ドの東のテラス状の所に、円形に掘られていた。  

－ 43 －  

長径cIl】  租径c111  排さc111   

l）．  33   26   

Ⅰ）2  34   34   ′18   

1）。  46   33   53   

P．，  67   63   67   

Il－13 ピット計測衣   
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∨  ．∀‾  

・60m服し   【】   

第1層 さ．町色二l二層  ¢1～5…の【t裾iを10％包含し、1▲）やしよりを右ナる紬l紗。  
第2層 ∴‡．も褐色土偶  ¢2～5日mのL附lを3％包合し、ややしまりをイける紬＝沙。  
第3層 槻色土層  ¢2～：i‖mの悼イl、tJ－ム粒を微最包合ナる紺＝沙。  
第‘l屑 オリーブ陶色土屑 ¢5日llnの畔イ沌2～ニう％包含するヤjl■J柔・、ノかい紬＝仇  

第5闇 黒褐色土偶  ¢2～5日lnの■瞳イi、lトム柑を2～二i％包合するへ■ト＼リj3・ンかい糾砂。  

須47【ヌ1雛13号†i井川二  

l・トIl・   



C
 
 
－
 
 ㊥

 
 

／l／ ロ   q の  

須l榊 暗オリーブ糾色二上層 拙作、しまりが弱く、  
微．星舶）灰を包合する相川少。  

第2屑 オリーブ褐色＝pう やや拙作を有する紺砂で  
焼卜と灰が少量混入している。  

利こi屑l附則■‡色二1淵 やや拙作、しまりを有‘する鮒  

砂。  
貴トl屑 にぷい蛮褐也t潮 糾什、しまりをイける拙  

砂で、軽イf、肛卜を5％包合する。  
耶5桝 にぷい此禍色t二屑 粘1二が巨休で、畔イfと焼  
土を少屑包含する。  

須6屑 昭硯也二卜周 一トムブロックを3り％包合する  
拙砂で、粧軋 しまりに火りる。  

A⊥ヱヱ・50m   
＿∧′  

⊂）  

L  

須4日l淫1那13号住居・址カマト  

ー 45 －   



カマド（第48図、l刻仮6）   

北壁に設置されているが、小火よりやや火寄りに位置するものと思われる。全長121cIll、帳は8cIll  

を測り、主軸＝まN－380－Eを指す。カマド、貯蔵穴付近は過物の散布が多く、糊に埜が支柱に乗っ  

たままの状態で川土し、一方、他があたかもオ了祁】に立てかけられているかのように検出された。  

遺存状況は良好で、燃焼部から煙道珊にかけては、料二11でできた天井が残っていた。袖郎は基底  

にロームブロックを包含する暗褐色二Ilを敷き、その上に粘二Lを川いて構築されている。右袖の先  

端部は横位の斐が構築材として川いられていた。火珠面は床面よI）やや低く、焚き口から40cm入っ  

た所に支柱を置く。安山岩質の円礫である。煙道湘たちあがり用度は62であった。掘り方は、壁  

外へ三角形状に最大50c目張り出し、火床下は5～10cIll下がる。  

出土遺物（第49・50図、図版11）   

本址の出ニヒ遺物は、二卜師著浮25点、流れ込みの糾文二l二岩持13点、および若＝干の哩土遺物である。実  

測可能な十邪は、璧・酌・杯・高杯である。要は、lI緑が綬やかに外反し、胴部が長胴化してい  

る。俄は大形で、内面は上部を除きヘラミガキが施されている。杯は、いわゆる内斜口緑を有す  

るもの、外稜を有するもの、口緑部と底部を別ける稜線をもたず・半球形を呈するものに大きく分  

けられる。このうち内斜l二l緑を有する」不は、内耐′こ僻文をもち、底部が肥厚している。高林はど  

れもよく近似しており、稜線を有する林部が、ラッパ状に裾拡がりとなる脚郡に乗っている。  

第491受Ⅰ第13号住居址川土遺物（∧）  

－ 46 －   
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丁川こ土  し⊥．：：  

1  

第50【ヌ1第13サ†i常州」＝上j出物（用  
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第14号住居址  

遺構（第51・53図、図版6）   

調査区の舶、Y・Z一－6・－5グリッドに所イfミする。北側が  

環掛こ切られているため全貌は掴み村なかったが、本遺跡の  

住居址の特徴から、ほぼ了巨万ー形を呈するものと揖われる。北  

壁は4．5111で、調査面積は20Ill㌢である。主軸方位は抑定でN  

－300－Eを指す。確認面からの壁高は44c‖を測り、周溝は沫  

さ3c111でめぐっている。床l仙ま堅くしまっておI）、東壁に沿  

長径c‖  短径cm  深さc‖  Pl  34  33  6′l  Ⅰ）2  31  29  5Jl  I）：l  52  57  60   

Il－トIピット計測衣  

q   

舅1層 よ‡、も也：l二闇  
¢2～5nlmの畔  
石を10％包含す  

る紺】砂。  
椚2層 ′リ、！褐色土脚  

軽√了を5％包合  
する拙砂。  

第3屑 隅色上層  
紙イf、ロームブ  
ロックを2％包  

含する鮒砂。  
椚′l層 昭オリーブ弼色  

上層 軽わ、  
ロームは徴最。  

B＿  

」廻  

雄乱  
117．10n13  ＿A’   

第511葵l第14りイ＝．上址  

－ 48 －  
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祁l椚 椚褐色ヒ層 軋上をt（I％包含‾才一る拙紗。  

まりを1  

、 ／／／′℃プ、  
椚2屑 にぷい貯撞色上層＋拙作、し  

1沙で、やや焼けている所があ  
椚3屑 にぷ－鵡得色1州 朴什、し  

紗で、黒栂色二hが15％混入している（  
恥l屑 ノリ．㌔観也二l二屑 

第5層 閑色上層＋粘性、しまりをもつ拙抄。  

第52【ヌ1節1′1号†‘軌＝‖：カマト  

い幅1111にわたり、貼りノ人が  

施されている。ピットは、三卜  

柱穴が3個、貯蔵穴がカマド  

の右のテラスにそれぞれ検州   

された。  

カマド（弟52図）   

東壁に設旧されているが、  

環濠の扇が左袖の－▲部にかか  

るため残りは恋い。全長121cIll  

を測り、主軸はN－380－Eを  

指す。幸l帽l；は粧：卜を主体に柵  

築されており、下部に黒補色  

仁、褐色土を敷いている。  

出土遺物（節54図、図版12）   

本址のFl仁1二遺物は、二l州i器  

35点と若干の哩二1二遺物である。  

0  2m  

第1層 典観色ヒ屑 地目＝トームとノl，l．と栂色卜の混じI）。しまっている。  

第531葵1須1′1り・†三】ミ居州」肘）ノノ   

11は小形の班で、肥厚した底榔から綬やかに立ち．卜がる。21は長  

胴化した胴郡をもち、ケズリは縦ノブ向に走る。壷は口緑部が火脚している。慨は内面が異色で、  

よく磨かれている。杯は外稜をイJ‘し、口緑はやや内傾している。  

－ 49 －   



須1梢イ1＝■抽＝虹土遇物  

第15号住居址  

遺構（第55図、図版6）  

本住居址は調査区の北賄、B－0・1グリッドに附する0北側を鬼高期住居であるⅠト3住  

によって切られているため、約％の部分が過存していた0調査区全休が南へ傾斜を持つ台地【1二に  

立地している中でも、台地の中央に所在しており、やや南へ傾斜を有する面に立地している。拙  

文‖寺代「い期の住居仙は糾だけであり、同時期の包和也も射れないことより、可鮒として北  

－50－   



へ集落が拡大する事  

があげられよう。平  

面形は円形を呈し、  

径3．9Illを測る。1二部  

ローム層より【1二の漸  

移層で碓認されてお  

り壁高は東側で最高  

27cl11、西側で最小10   

Clllである。   

床面はローム面に  

作出されており、ほ  

ぼ平坦である。両側  

に炭化物粒の分布が  

見られ、ニケ所に集  

lt■lがあった。   

ピットは床而を精  

査したが1個検出さ  

れただけである。本  

住居址の床面レベル   

が118．40111であり、  

至丘複している鬼高槻  

住居の肘りカレベル  

＿b′c＿  ＿C   

塀       瘍瘍  A
、
 
 

■
 
 

2  3  ＿B－  

ノ、一ノー、－一、j／）一～ノ1＼＼  

第1桐＋黒補色【L屑 帥沙層。仝†申こ快化物が入る。やや締っている。  
第2層 黒色二1二層 紬＝沙†乱 伐化物が少出入る。  

第3屑lけ偶也二川1紺‖沙帆やや締ってJ〃）、rトム拉少吊混人。  
ガト1屑 オリーブ陶色卜層 拙砂層。回く締っている。  

第551嚢l雛15り・†引出一」仁  

が118．2c111であるこ  

とから、20c‖内外の  

深さのピットになることと思われる。検小されたピットは長円形で長径45．Ocnl、短径32．Oc川、探  

さ30．5cmである。   

炉址は鬼高期住居によって大部分が壊されており、掘り方面を検出したにすぎない。住ノ封1上二の  

ほぼ中火に位置する埋班炉の形態をとる。掘り方の規模は長州96cm、短軸65clll、探さ35cIllと比較  

的大きいものである。理設されていた土器3は掘り方の底面に接して抑えられていた。  

出土遺物（第56・57図、図版12）   

本住居址からJll土した遺物の内訳は次の通りである。二1二湘は総数14点、このうち岩浮形のわかる  

1、3の深鉢の他に袖珍二1二器力川仁ヒしたが盗難にあった。石著浮、石製．晶は凹み石4点、蜂の巣石  

1点、石棒1点、軽石矧■昌一■2点があげられ、他に礫6点、剥片数点がある。   

本住居址の出土状態で右横と1の深鉢が南側から出土している。石棒の州土状態は直立してい  

－ 51一   



第561到 雛15サ†油；・封＝＝上道物（∧）  

たものが、恰も倒れ傾むいて州二】1したと考えられ、Jjl抑‘半を欠損する探鉢が伏せられた状態も関  

連があることを想起させる。また火壁から8、9の2個の畔れ典l一‖－が、床面から15clllの高さで＝  

－】二し、西壁から鉢の袖珍二日購もイイ体、伏鯉と－う建の所作と想娯させうる。  

1は突手が1佃付され、仙川l部でくびれる沫鉢である。口屑榔肛下の内面が肥厚し稜を形成し  

ている。文様は沈線で区画を衣川するものであり、日縁に平行する沈練と川i＝▲．半に連続する仙線  

の沈練が施される。胴下半はそれに対応して「U」字形の沈線区地iが構成される。地文は糾文「RIノ」  

が区画内に施される。口緑にユI′行する沈線に沿って横位地文が－・郎に認められ羽状効果を作出し  

ている。文様構成等から見て加門札は3式に比定できる。   

3は炉に埋設された深鉢の肝＝∵ニ冊Iiである。糾文「IJR」が胴下半から底部にかけて地文された  

後に底部に丁●寧なミガキが施されている。川車卜一半郡は二次焼成を受けて㍑捌JLが荒れているが、底  

部はその影興がないため、良好な状態である。色調は褐色。   

8・9はともに峠石製晶である。l■廟面及び側面とも丁寧な研磨がなされ、翻闘犬に作出されて  

いる。 同様な軽石矧■－1－一としては長日明，主恨ル沢…」●茂沢両石堂遺跡州二L例があるが、それには両面に  

Iり形の凹みが付されており、女工－；▲仙としている。ノIく例に㈲しては凹みは見られないが、形態・製作  

手法から見て浮子等の日常i‡二抑IJ貝とは考えられず、岩偶ないしれ版等の「節二の道舅」である  

可能性が強い。  

→ 52 －   



第571雲】第151川ミ居址山二＝則勿臣）  

S－8、▼S－11、埋、S－3と中点の凹み石があげられている。まずS－8は、円礫の一帖こ  

大礼で径1cIll、深さ0．5cIllある。一部、加熱により破拒L S－11には浅い敲打痕が両面に見られ1  

面には2ケ所のIlりみが見られる。雌も巨り様に浅いI111みが1面に2ケ所ずつ両面に残されている。  

次のS－3は、これまでの3仙と形状が異なるが片耐こ1ケ所、径2c川の浅い【リ1みがある。以卜  

中点とも安山岩製である。S－2は蜂の巣石としたが、lり1み石とり川附こは分離できない。ノ＝狛こ  

某申して漏斗状の凹みが多数見られる。加熱により破損している。安111岩製。5は長さ47clll、直  

径14．5c川の無沸石棒である。研磨は帽2c‖前後の平和体を一単イさtとしてなされ、全休としては整っ  

ている。多孔性の凝灰岩・質のイりオを川いている。  

－ 53 －   



2．竪穴状遺構  

本遺跡で検†1はれた竪穴状  

遺構は、合計3基である。T  

－1は調査区北の住居密集  

地、ん・A－1グリッドに所  

在し、D－12を切っている。  

プランは隅丸方形で、内部に  

不整形の満ち込みがある。覆  

土及びr1巨Lした土師媚片か  

ら、本道跡の住居址群に関連  

する可能性がある。   

′r－2・3は環濠の北、U・  

V－6・7グリッドに所在す  

る。これらは重複しており、  

′1、－－3の方が新しい。付近に  

は、遺構内外からピットが19  

仙検出されたが、どのような  

組合せを持つか不明である。  

l掛期も確定できない。なお、  

T－2の向から、菊川tの破片  

が山土した。  

弟1屑 赤川色土州  

肛いづ 基撒他H・バ  
第1ん屑lげf」リーブ褐色  

二1二層  

須2屑 棋隅色上層  

須2。屑；l、‡．も観色土㈹  
打払屑 オリーブーリ．を也上  

層  
須3肘 さ．勘1仁加  

須∠＝出 典隅色上層  
第5屑 棋槻色土屑  
裾刷弓 オリーブ栂也1二  

層  
第（川！1典偶色l：屑  

沼7屑 明黄栂色上層  

Im  

118・90mlb 4   157  1∂lb  

仁：：二≡≡＝三  

膠？ l l】 T ll  

第58図 第1号竪穴状遺構  

◎  
－＿、・   

117．5。m  菊て‖t甲  

二ノノ  

第1層 褐色二上層】j腑イ了を含む。  第2層 棋硯色上層  
第3層 暗褐色ニ1二層 しまりあり。  第‘＝再 黄栂色上層  

第59図 第2・3号竪穴状遺構  

－5′1－  
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3．環   

調査区の南端沼田こ、人規模な堺濠が検山された。これは前作度の調査でも確認されており、今  

回の調査とあわせ、概略がほぼlリJらかになった。第61図がその平田りIラで、図からわかるように、  

本年度の調査は環濠の北辺について、調丑を実施したことになる。   

プランは、野球のホームベースを想起させるが、西辺がまっすぐ向に延びるとすれば、桃転し  

た台形となる。東辺・西辺ははぼ甘1ヒを指し、前者は′16111、後＝和ま62111を測る。北辺は東西83Illで、  

方†itは衷二化垂線に対し100のプレをもつ。両辺は東辺から12′lOの何度で南抑′こ屈曲し、環濠全イ本の  

プランを著しく歪めたものにしている。この南束付近がノ斜こつらなり、満ち込んでいくことを考  

慮すれば、この南辺の設定は、地形に制約された帰紺と抑定されよう。両辺の長さは66111である。  

この両辺の先締付近では、昨年度の調査で土橋が確認されている。   

溝の掘り方は、いわゆる基研朝川を呈している。大きさはトt二l肝l′均4Ill、下幅平均30cl】1で、こ  

の台地を形成する水性州藩一王ロームを2111も州り込んで造られている。抽川込みの状況は場所によ  

りやや異なるが、残存状況の良好地点を例にとれば、肩が20～30c雨骨扶に張り出し、その下から  

きわめてシャープな斜面が絹＝し、tご部に薬研溝が30cmはどの深さで突出している。肩の康状の  

張リr1ルは、おそらく肩の眉  

落した結果と思われる。すな  

わち、当初の楓り込みの過程  

は、まず20～30c111垂直に仙川  

込みを入れ、そこから傾斜を  

つけた面を掘り込み、最後に  

英研溝を掘り込んで仕⊥げと  

したと推定されるのである。   

覆土は14層に分けられるが  

時期設定の根拠となりうる屑   

はなかった。また、のろやラ  

ミナニl火の堆積は全く見られ  

ず、水が流れた形跡はない。  

これは溝が空掘であったこと  

を端的に物語る。事実、付近  

はきわめて水はけが良く、調  

査lい何度か激しい常雨に見卵  

われたが、水はほとんど溜ま   

らなかった。  

′′、、－ －－ －、  

団  

′■－－、．   
、 －・・、  

l】／川」5とiJ＝壁  

l！／川157年度  

m
川
口
川
H
〓
〓
円
＝
．
1
 
 

○川馴1 I  
‾－ 

「「ノ  
ー－＿＿＿／石 勅遇≠㍑  
lヽヽ  

－－・Iィー肋旭川：i  

節61【ヌl雛l号溝仝休図   
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第（；2lヌ1雛1・2一別勘1廿遺物   

環濠の北辺両肩より南約3Illに、環濠に沿う凹凸の激しい溝状の遺構が検＝された。そのなか  

には、不定聞順に存するピット状の拝みが多数認められた。また凹凸面厄、鍬のような工具によ  

って柑り込まれた痕跡で、一里付：がl州瞭に戦っているものもあった。この遺構は、以．l二のことか  

ら考えると環濠内に造られた棚列である可能牲がきわめて高い。   

＝ニヒ遺物は、排ニヒ景の多いわりにはきわめて少い。北東コーナーの内側屑からJJl土した金井机  

のホ、埋土の常滑焼あるいは渥美焼と偲われる読、その他縄文時代の土器・t潤・剥片である。  

金ル焼の壷は、いわゆる軟督陶邪で、端肉が厚い。イ車11くはヘラ研磨が施され、銀瓦状のいぶしが  

見られる。底部はイニ州りの州豆三糸抑ノで、刑が外側に寄っていることを考えれば、回転の速さは  

非常にゆっくりしていたと推定される。楽醐りは、前柄IIJ内においては、富山遺跡群のI目上I：了！丁墓か  

ら州土した骨蔵轟があげられる。また、尾．島‖けの長楽寺遺跡からも同様なJ1i上例があるが、本遺  

跡の方が休部に丸嫌があり、先行する形態とノ出われる。特用＝ま、13世紀後半から14世紀前半に樟  

椚づけられよう。常滑焼あるいは渥美焼と揖われる壷は、にぷい赤禍色を呈し、その【二l緑形態か  

ら13‘世紀後半に比定できる。   

環濠明の施設であるが、本年度の調査では、何も検出できなかった。持田1二度の調査においても  

州立柱建物遺構等の検＝＝まなく、わずかにん敷遺構が3基碓認されただけである。この遺構は、  

イ三f列で長方形に区画されており、呼値性としては、了！l一基あるいは建物跡が軋定されるが、明碓に  

はわからない。ただ、この遺構からは、脇差の鍔をおさえる大切羽、刀身と柄を結ぶ日動■・l二閏’、  

柄巷の留め金具及び常滑焼・渥美焼の陶拙の破片が＝土している。人切羽等は南北朝時代頃のも  

ので、陶拙朝は13世紀後半から14匪紀前半と考えられる。   

なお本環濠の東部には、もう一つ小規模な環濠がめぐっており、－・部重複している。前後牒J係  

は後者の方が新しい。覆土は比較的柔かい砂質ニヒで、山土退物iこは拙文欺から近世憐憫灘ほでが  

含まれている。  
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4．純文包含層  

縄文帖代の包含層は大きく4ケ所に分布する。総出でコンテナ2箱の上端・石都側一亘の～＿l＿＝1があ  

る。概ね拙文時代前期諸磯式期にまとまるが、爪形文士湘をはじめとする輩創期の【・群の存在几  

摘要である。   

草創期の遺物（第63図）あ～うー9・川グリッドの約5（）ポからまとまって州土し、これ以外に  

J1上Lはない。・総数約97点を数えるが、前期の混入も見られる。層イ〕川勺にはほぼ1層としてとらえ  

られ、ローム漸移層巾である。   

爪形文士端（1）明黄褐色を呈し、多様な鉱物蛍を含む。内附こは炭化物の付着が見られる。  

文様は左下りの斜イ立の半月状の爪形が刺突される。爪形のオ7部、直線部分に粘土が撼り【1∴がりが  

観察される。文様構成は刺突が⊥下に交カニに配されている。  

碑櫛藤澤粗   
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第64lヌlグリッド出土遣物＝1う）  

撚糸文⊥侶（2～7・9・10）2・4・5が同一仙休片であり他にも数片存イEする。2・3・  

5は口唇部が著しく肥厚し届仙する土贈である。t州・ゞ袖也を呈し小最の鉱物粒を混入するが、内  

耐は丁寧に研磨されている。小林（1966）による第Ⅰ文様柑には縦枠「R」の撚糸文が施され、  

第ⅠⅠ文様帯に「LR」の斜糾文が見られ、次の第11Ⅰ文様相の境に脾鮒i三痕が酢捌こ認められる。第  

1ⅠⅠ文様村は、3条の拙文施文がなされ稜が形成される（）まずl二卜矧ノ州fに「LR」の縄文、l＝ト屑郡に  

「RL」の縄文が施され羽状糾文を構成し、更に「RL」の糾文が一条施される。3・6は胎土と「L」  

の撚糸文が共通する耶から同一個体である。7は「1りの撚糸文、9は「L」の撚糸文が地文さ  

れる。10は「L」の撚糸文を施し、J‾LR」の糾文による頂体圧痕が認められる。   

縄文地文の土帯（8・11・12）8は「LR」の縄文が施される。11・12は同r・個イ木片であり「RL」  

－ 58 －   



第65【ツ1グリッド．1＝」二遺物（C）   

糾文が糾い間隔で施文されている。これら糾文施文の上告は前期の可碑lヂl：も考えられることから  

川」断はゆるされない。   

有舌尖班媚（13）先端潤ほ欠損している。両面とも丁寧な抑圧封憫附こよって作J．甘されている。  

逆刺は明暁に作山される。   

前・中期の遺物（第64・65図）謂磯武H椙が主体を11fめ、加憫一利E式＝椙がわずかに言忍められ  

た。包合層はD・E－4～6グリッド、（；～K－（－3）～4グリッド、L～0－2～6グリッドの  

二地′【窯に存在する。1・2・5は繊維を合む。1・5はl■り－・個体什と似われる。口辺に縦ノJ■l占」の  

連続刺突を施し、斜位、横ノブ向の刺突がなされる。2は＝りlぅの平行竹竹文を地文した後、枇ll痛  

がほぼ交互に貼付される。3・′1・6・7・10・12・13は竹管による平行、曲練や爪形文によっ  

て榊成される。8・9・11は浮拙文がuられ、14～16は沈経文で構成される。14は集合沈緑で朴  

二ilの貼付が見られる。1・5はイ引去式、2は傑＝l12式、14カi諸磯CJ二じ、17が加鴬】利E3式に比定  

でき、その他は諸磯l）式期に該当しよう。   

石端はff嫉（1～3）、石匙（4）、イJ斧（5～9）であり、2・3・4が安山岩であり、その  

他は頁岩・である。特に9の分銅形石斧の！聖】れ部には着柄による磨耗狼カゞ地相：に認められることと、  

5は小形の片刃れ斧である。  
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5．土   

検出された土坑は、合計15個を数える。調査区北の住居址周辺部に5基、W－1とW－2のlⅢ  

に6基、比較的組まりをもって存在するが、残りは各所に点在している。形状は概ねlJ」形か楕lI」  

形で時期の確定は難しい。D－3はⅠ－Ⅰ－5住の南に位閲し、＿1∴附こ焼二llが検出された。形状は不  

∃酎lラで、州り方は凹凸が激しい。Ⅰ）－5は、W－3によって【tl郡を切られている。D－6は純文  

包含地内に存し縄文前期言捌裁a式二l誹片が山．上している。D－12は、Ⅰトー3住とH－9住の聞に  

所在し、T－1により切られている。プランは楕円形で、糾文前期関山式土岩紺一が出土している。  

D－13はⅠ一Ⅰ一2住と重複しており、住居址北東コーナー を切っている。このほかに、土坑ではな  

いが、いわゆる落ち込みが2か所で確認されている。0－1は、T－2とW－2のl中間にあり、  

覆土にC瞳石が認められた。0－2はH－2住と重複しており、住屈によって切られていた。  

D－3  

118・00m 5 3 2  
一二＝：二〒こここ二三＝  

Ⅰ）－1  

1購よⅣ糾色上層  2桐 オリーブ黒色二l小刀  
ニi屑 用糾也上層  ′l偶 にぷい黄褐色二上回  

Ⅰ）－2  

1屑 雄視色ニー二層  2屑 黒色t・．屑  
3屑 オリーブ黒色上層  4闇 黒褐色ニ1二屑  
5屑 雄観色上層  

い－こミ  

1屑 鴇色土屑  2層 明赤糾色上層  

3層 補色上層  ノ＝再 黒色二l二層  

5層 補色二上層   6層 錯視色上層  
7屑 暗褐色上層  

1トー・1  

1屑 誹色上層  2屑 暗オリーブ褐色三上屑  

l）－5  

1屑 銀色土層  2層 真l、ミ褐色土層  
3†再 晰オリーブ補色土屑  

1二†宿  116．90m 未発掘区  

弟（う61雲1須1～5号二1∴  杭  

－ 60 －   



m 2  ＝－1－′  ＝‾二′  
l 〕   ．丁  117．40   117．40r〔  

＿ノ＿1、  

㈱
 
 

D－l  

：・．．・・   
117．30m  

4層 暗闘色二上屑  
5層 黒褐色土屑   

D－14  
1J再 拝皇祖色二上回   

1桐＋黒褐色上層  
2屑 暗褐色土屑  
3屑 昭オリーブ硯色土層  
′＝M オリーブ栂色二1二層  

1層 まIt也ヒ層  
2層 栂色土層   

D－11  

1回 チ．1も色土層  

2屑 よlも褐色二l二層   

D－9  
1桐 棋色土層  
2椚l肝隅色土桐  
3JM 褐色土層  

D－6  
1層 栂色土層  
2層 偶色土層   

D－7  
1層 よt．も也二1二層  

2層 褐色二l二層  

1層 川色上層  
2層 棋栂色土層 Ⅰ）一13  
3層 栂色土層   1楢 崎褐色土屑  

21沼 プ．I．毛色土層  

I〕一12  3屑 灰黄褐色十屑  

須671茎】那6～14号二t  坑  

D－8  n－10  
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第68図 第15号土堀と‖廿遺物  

D－15は、調査区の東南、Ⅴ・W－12グリッドに所在する。調査区付近に基地が点在したこと  

は前述したが、これは墓地から離れた場所である。上部に礫が多数冨i】iめ込まれており、その礫を  

除去した段階で、人骨・鉄製．1いJtlLが確認された。遺体は座柑で葬られていたと思われる。鉄製  

品はかなり鏑ついていたが、上部にl■川ラのlい空部分があり、そこには紬長い口が明【r附こ残ってい  

た。これにより、鈴であることが判明した。この矧二lの一部には、付着した布痕が認められた。  

座金物には稜があり、帥は座のl卜1火からやや外れている。この鈴は、おそらく儀礼的なものに恍川  

されたのだろう。川Lは、志貯呵の美酒焼で、17世紀前半頃のものと揖われる。長石糾が施され、  

高台は削り出しになっている。   

6．表 採 遺 物  

グリッドで取り上げた糾文時代の土媚・石岩諸のほかに  

表採遺物として鉄砲の玉1佃、古銭4佃があげられる。  

鉄砲の玉はH－14住のすぐ南でJll土した。鉛製で、おそ  

らく火純銃の玉として用いられたと施しわれる。形状はか  

なり歪んだ球形で、使用痕なのか一箇所扁平な面があっ  

た時代は不明である。古銭は、3個が寛永通宝で、1佃  

が大観通宝である。大観という年号は、l中国の北宗の時  

代に見られ、＝寺期は1107～1110年である。これは、いわ  

ゆる宋銭である。  

－ 62 －  
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Ⅴ ま  と  め  

端気迫跡群は、赤城山南斜面の末端部の割犬台地に占地する。この下に、まさに関東平野が拡  

がっており、裾野と平野は、比高教111のた削こより俄然と区分されている。今回の調査の結果、礼文  

時代の草創期の過物および中期の住居址1抑、古墳時代の住居址14軒、中世の環濠1条が検JJlさ  

れ、この台地に展開された先人の足跡を知るうえでの貴重な資料が得られた。以下各時代ごとに、  

若干の所見を述べてみたい。  

純 文 時 代  

草創期  爪形文士岩詳、撚糸文土器と有舌尖頭崇拝力洞一グリッドから山二l二しており、層位も同  

一層としてとらえられた。草創期の土湘編年は隆起線文、爪形文、抑圧純文、撚糸文といった見  

方がなされている。しかし爪形文の編年的位置はl軌起線文士帯と抑圧純文の間にあるが、層位的  

に検出された例は少ない。本道跡J二lこ1土の爪形文は横位水平で＿1二下交互に粗く刺突されたものであ  

り、境l町三ツ木追跡例と類似する文様構成をもつものと言える。有舌尖頭拙は逆刺が顕著に見ら  

れ、身と古郡の区分がl州原となるものであり、埼玉県西谷迫跡と形態的に共通をする。この型の  

有舌尖頭帯は隆起線文系土捏と共伴する例が多いが、西谷遺跡では採集ポーであるが爪形文・押圧  

縄文との牒日系が考えられる点、本道跡Jll土の有舌尖頭岩削こついても爪形文との関連を考えておき  

たい。   

撚糸文士郡は特に口緑部が肥厚、外反を示し、口縁郎文様滞をl州推に表出している。平根山、  

馬の背11l、西之城貝塚でより古い井草式と認識された一群と共通する土捏である。小林1966でい  

うJY塑捌こ該当し、井草Ⅰ式土湘の職場でおさえられるものである。   

ここで、三者の川土状態であるが、有舌尖頭器と井草Ⅰ式上郡は、約60cIllの距離に分和し、爪  

形文が約3111離れて、これらが同一層中の同レベルから出土している事実がある。爪形文と有舌尖  

頭器との州半は考えられるが、更に井草Ⅰ式段階での則半がありうるかは残された課題である。   

前期  諸磯b式土帯を主体とする包含層の存在は、やや谷地形の所に土岩諸を廃棄したものと  

考えられ、新里村武井・城遺跡と共通する。諸磯l）式も今後細分を必要としようが、有尾式土岩岸  

の検出は赤城両雄城にも分布が及ぶことが確認された。特に秋弛・新井1983が指摘したように胎  

土に多出の繊維を浪人する特徴を有している。2片のJ」1土であるため、文様構成は不明な部分が  

多いが平緑を呈し、口緑に沿って縦位の連続刺突文が見られ、斜位の刺突が菱形構成をとるもの  

と思われる。下部に平行沈線を施した後に連続刺突文が入っている。ただ有尾式土湘と共伴を考  

えられる班浜式土岩岸の存在は見られなかった。   

右端は石嫉・石斧の他、多数の剥片が見られた。このうち、小形の片刃石斧が検出されており  

これらは寓樫1976でトランシュ様石器詩として集成されたものとIi二り一である。富樫によればトラン  

シェ様石器は早期の貝殻文士岩封こ特徴とされ、東北・北海道の一部に分イ1了するという。しかし、  
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本遺跡例や小神明遺跡群ⅠⅠの調査によって諸磯欺の石捌こも存在する事が指摘できる。  

・二い期  第15号住居址はそのJt†土二日椙から加l甘利E3式期に位間づけられ、ほぼ完形の無地右  

横の屋内出二l二例として好資料であった。用土ハいこは2仰の峠石矧t，．－】と祁l珍土湘があり祭祀的な意  

味合いを強めている。また、胴下三1たを欠いた深鉢が伏せた状態で‡1H二している串は、右枠と理埜  

の関係と同様な位置づけが考えられる。  

古 墳 時 代  

住居跡  住居群の広がりは東西は附こなっていることから、北へ延びる事が昨年の調査を含  

めて判明した。古墳時代の住居跡は14抑を数え、ほぼ鬼高Ⅰ期後半の集落といえる。これらの住  

居址は重複保日系を有することや近接する住居の存在から一時期の集落梢成と考えられない。また、  

須恵拙や玉を有する大形住居や須恵湘と手相をイ外せて持つ住居址の存在や、大形住居の立地にも  

集落の特異性が見られた。   

住居址は基本的に正方形、隅l＝1】正方形の平面形を呈しているが、Ⅰ一Ⅰ－12住1・lil：だけが非常に小  

形の長方形プランであった。全般的に20～30Il12の床面租であるがⅠ－Ⅰ－1住は1辺が8111近い大形  

住居であり、出土遺物、他の住居から離れて位置する等、特異な存在であった。床面の深さもIl  

－1住は深い据け込みを有していた。   

住居の主軸は、大きく4方向分けられた。Ⅰトー3・8住、Ⅰ－Ⅰ－6・7・9住の指向′性は他の要  

素においても共通性が見い出せる尊から、時期差の表われと看取できる。主軸は地形的なデ‡iり約が  

ない場合、妹落配置計画に沿ったものと考えられる。しかし、住居毎の居住空l川利用や家と家を  

結んでいる迫を考える上では、主糾そのものより入り口やカマドの付設イ立置が亘巨要であろう。本  

雉落は自然環境を考慮した場合、入り口はまず両壁に設置される。事実、4軒の住居州二から南壁  

に高まりやピットが見られ、床面の踏み固め部分も両壁に接するのが9抑に見られる。このこと  

から入り口は南といえそうである。カマドの位旧に左右される事はなく、ほぼ両壁に入りl二lが設  

置されるものである。また住居のl肛取りに関逃するといわれているl川仕切消も5軒から検出され、  

S  

第711葵1†骨否址の二川山   

1 234567  

雛701享1†刃円址の規模  



いずれも一辺5．5111を超える大きな住居111二に存在している。間仕切  

溝は四柱を結んだ外側に作出され、住居旬＝こ設置偉眉は異なって  

いる。このことは、竪穴毎に空間利用の仕方が異なっていたこと  

と解釈されよう。   

住居の掘り方は大きく四分類できたが、掘り方と間仕切粥の重  

複が見られない。掘り方のほとんどが南壁に沿って施されるため  

なのか、入り口部であるがためなのか釈然としない。カマドと貯  

蔵穴の位置については関連が見られるが、カマドの位置や構造と  

貯蔵穴形態においても関連が見られた。カマドの壁外への突出は  

新らしくなるにつれ進行するが、それに符合して構築材に長襲が  

川いられると同Il利こ、貯蔵穴形態も方から11形へと変化をする事  

が第73図に示してある。また北カマドには方、西カマドには円、  

東カマドには円、方形の貯蔵穴が見られる。今後、広範囲＝こ資料  

を分析して行けば各時期の変遷がとらえられる事と思われる。  

けラ態  

回  
■ノ川川棚胡  

匡］  

1Ⅰ－1  

ⅠⅠ－5  

「】J」乍状   

ⅠⅠ－13  

1t－＝  

トⅠ－2  

一t勘こ沿う  t111  
ⅠⅠ－6  

ト1－9   

［］  

】Ⅰ－7  

】Ⅰ－10  

tI－11  

‖－12   

第72図 刷り方の分紺  

出土遺物  瑞気過跡肘J二li土の遺物  

は、おおよそ鬼高Ⅰ式期後半のものである。  

住居址覆土にFA層が存在しない串から少  

なくとも6世紀初頭以降といえる。  

14仰の出土遺物のうち図示しえたものが  

105点を数える。これらを端形別に見ると軌  

5（A3、Bl、饗の転用1）、壷5（A2、  

Bl、Cl、不ELF］1）鯉22（A6、B5、  

Cl、Dl、El、不明8）、杯・塊47（A  

6. B8. C2. Dlj, B17, 1;7, G1. 

Ill）、鉢1、高林9（A3、B5、不明1）、  

柑1、手捏4、須恵器11である。輩と杯、  

城、餓の着岸形変化を基にして、重複関係、  

カマドと貯蔵穴の関係を分析した結果、大  

きく2時期にⅠ期・Ⅰ一Ⅰ－1、3、8、10、  

■メナ形 ●伸iラ S州メ川P＝L絹 Py  祁（捕）「槻り域し  

第73図 カマドの構造と貯戯穴  

13号住居址が先行し、その後ⅠⅠ剃・H－9号住居址、Ⅰ－Ⅰ－2、4、5、6、7、11、14号住居址  

の変遷が辿れる。Ⅰ期の特徴は、北カマドを主として用い、その構築材には、ローム掘り残しや  

河原石や長蛮を横にして袖に用いている。支柱は土岩諸を川いるのは前代からの系言普であるが、主  

体が河原石へ移行しつつある。貯蔵穴は方形の形態が前代からの系譜をみせている。襲は、竃の  

二普及から時間的経過を認められ、長胴化が完成している。ただ俄にはやや丸味が残っている（髄  
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第74図 二上伸器の器形分類  
柏尺1／8   

A、13－7）。杯類は内斜口辺杯の消滅段階といえ、休部め浅い作りとなる（Al）。須恵郡蓋杯  

の杯身、蓋を模倣したものが圧倒数を占める（Cl、Dl、El）。まだBlの塊は著芹高の高い作り  

である。須恵著拝も10個体見られ陶邑編年のMT15から′1、Ⅰく10にかけての型式的特徴を有する。  

ⅠⅠ期は細分がさらに可能であると思われ、rI－9号住がやや古い様相を持っている。カマドは  

東あるいは西に設置される。カマドの袖材や構架材に長難が多用され、壁外へも一段と突出する。  

．貯蔵穴の形態は方から円への変化が認められる。土器は髄の胴部の長胴化が進む（甑A、14－3）。  

内斜口辺の杯（A2）はほとんど消滅し、猟恵器模倣杯は休部が浅いものとなってくる（C2、  

D2、E2、F2、H）。以上の様相からⅠ期の住居群を6世紀前半～中葉、鬼高Ⅰ式後半に位置  

づけられる。ⅠⅠ期を6世紀中葉、鬼高Ⅰ式終末に内斜口辺杯の消滅、須恵器模倣杯、髄の胴の直  

線化から位置づけられる。  
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須751裏l燭濠と鬼闘肛県溝の立地  

中  世  

本道跡群の環濠は、2回にわたる調査の結果、南西仰の未調査部分を除きほぼ概略が明らかに  

なった。まず環濠の立地する地形から考えてみたい。環濠の東辺より東120111に「西川」が蛇行し  

ながら商流しており、「西川」の東は比高7～8111の断崖となっている。媚気の集落はその上の台  

地上に形成され、付近の小字名は北から「＿l二仙輪」「中曲輪」「下曲輪」と言う。仁治4（1243）  

年の紡が刻まれた鉄造阿弥陀如来像を本尊とする善勝寺は、この台地上に存する。「捌Il」はもち  

ろんこの集落から見た呼称である。「捌Il」の西は大きな谷他になっており、環濠と川のl～＝ijには段  

状の地形が見られる。環濠の西に視線を転じると、50Ill先に「ヤツ川」が両統し谷を形成している。  

「ヤツ川」と環濠の間には道路が縦に走り、道路と台地との境は比南数Illの段崖となっている。つ  

まり環濠は、南は広漸川低地帯と康で画され、一方東西両方向は赤城両紙を商流する河川がつく  

る開桝谷と崖で画されている、舌状台地に占地しているのである。ちなみに環濠所在地の小字名  

は、「着順」「根際」という。このように三方肘こ囲まれた地形は、l妨禦を旨とする館の設掛こき  

わめて重大な役割を担ったであろう。ましてこの他は、足‾Fに拡がる平坦地を傭撒できる格好の  

場なのである。   

環濠のプランは未調査部分があるため全体性を欠くが、西辺・南辺をそのまま延長した台形と  
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考えるのがもっとも妥当と規われる。しかし、それにしても両辺の傾き具合は大きい。このよう  

な両辺の大きな傾斜は、おそらく南如から入り込んでいる谷を避けるために行われたと思われる。  

なお、この両辺のほぼ中火に掘り残しの土偶が確認されている。規模から見て、入口1つとは考  

えにくく、おそらくこのほかにはね楠等が架けられていたと推測される。   

溝の掘り方はいわゆる薬研堀で、きわめて精巧に掘られていた。覆ニヒの観察では水の流れた形  

跡はなく、空堀である。胃日二小の遺物はかなり少なく、これは環濠が比較的短時日に埋まったこ  

とを物語っている。東辺は理土後退となったらしく、現代の道路と完全に重複していた。   

北辺の南では棚列が確認された。検出鶴間は狭かったが、環濠内全体にめぐらされていた可能  

性も考えられる。   

以＿ヒ環濠の特徴について述べてみたが、環濠の内部については、飾らしい過構は検出されてい  

ない。前年度の調査で、わずかに石敷遺構3基が検出されただけである。石敷遺構の性格づけは  

明確ではないが、この過柄から大切羽などの刀の付属■1ヲーと常滑焼、渥美焼などが出土している。  

大切羽などは南北朝時代に、常滑焼は13t杜絶後半から14世紀il桐生に位置づけられる。環濠からの  

山士道物は、常滑系の陶拙1点と金井焼1点であるが、時期は13世糸己末から14世紀前半に比定さ  

れる。両者の出土遺物のl隈削的符合は、石敷遺構が環濠内の施設であることを端的に物語る。そ  

して、両者の時期は遺物から南北朝時代頃に位置づけられよう。  

主要参考文献   

秋池 武・新ル順二1983 「腑、醐ミにおける帥ノ木・有尾式二l淵」 倍漉椚35巻4与チ 僧濃史学会  

■1∴野性也1983 r茂沢南石堂追跡」1甜川津羊井沢町教育委員会  

内川退治1981 r武井・城遇跡」＋椚購県都側困教育委員会  

人江正行1978 F艮楽奇遇跡J 廿相川とJ己．島町教育委員会  

岡本 勇1959 「三州榔柴l川lけエ！らの矧」り史跡」 構須賀用個物鮒研究朝刊（人文科学）第3号  

木部t‡川1夫1980 「宵旧遺跡耶」「雷日通跡群・四大賽適跡桝・沼野晰Ii過跡群」 群馬掛†了J橋桁教育委員会  
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中村＋潜1981 r和泉陶邑無の研究」 佃i星亨房  
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松村組槻1983 r端‡気遺跡群IJ 抑ノ馴．棚橋市教育委員会  

山崎 →1978 川棚研削却収塁址の研究．1二巻」＋椚明滅文化事業振興会  

l‥本鞘久1983 「石綿」r糾文文化の研究 9」 雄1川苦】  
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住居址全景（北東から）  

W－1号満（東から）   



図版2  

第2号住居址（西から）  第2号住居址掘り方（南から）  

第3号住居址（南から）  第3号住屑址描り方（南西から）  

第4号住居址（簡から）  第1号イ主居川．掘り方（西から）  

－ 70－   



図版3  

第d号住居址カマド（西から）  第4号住居山上．カマド掘り方（西から）  

第5号住居址掘り方（西から）  第5号住居址（西から）  

第6号住居址（東から）  

第6号住居i止カマド掘り方（東南から）  第6号住居址カマド（東から）  

ー 71一   



第7号住居址掘り方（乗から）  節7号住居刃（東から）  

第7号住信‖カマド（東から）  第7号住居址遺物出土状態（発から）  

第8号住居址帽り方（爾から）  第8号住／引1L（両から）  

第8号住居11Lカマド（南から）  第8号住居1止カマド掘り方（両から）   

－ 72 －  



図版5  

第9号イ三富．惜址帰り方（両から）  第9号住居用（東から）  

第9号住屈址カマド（而無から）  祁9号住用址カマト掘り方（乗から）  

第10号住居1Jl掘り方（西から）  

第11号住信用（三来カ＼ら）  第12号イj居1止（西から）  

一 73 －   



図版6  

第13号住居址掘り方（両から）  第13号住居址カマド（南から）  

第14号住居土止（乗から）  第15号住居址（北から）  

T－1（東から）  第15号住居址遺物出土状値（東から）  

T－2，3（南から）  W－2（北から）  

－ 74 －   



図版7  

H－3．126  
314 1  

－ 75 －   



図版8   



図版9  
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図版10  
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図版12  
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瑞気遺跡群ⅠⅠ  

土 器 観 察 表  

前橋市教育委員合   



①色調㊥焼成㊥班イ∫：㊥l沼⊥  
番 与チ  器  形  寸法   外 Irli 鋼 船   内  面  訓 姫  

㊥仰考   

園  
胴上部は卜から＿lニヘのへラケズリ  ll綾部は≡－コへラソ・デのちヨコソ・  ①浅鮎澤色㊥良好④％㊥イr  

19．4  
のち軌削ヨこり一デ。I：I綾部はヨコ  

11l－22  壷  
炎、新鮮輝石、軒イニiを食み  

ナデ。   糾㊥内面l二】唇デ附こ畏斑、外  
－←一－－・・．－＿＿■■■■1－一一一－■■一  

l仙備附こ若干の媒  
■■－－▲一－■■■▼一－－一一′   

ク   

l舶t■まわりの・1クPによる。ホ轢  ヨコナデ。l二l縁端部に内擁する段  ①膏灰色④極めて良好④％   
▼－■■■－一一  

】3．7  
きののち、天外翻を接近くまでへ  をイすする。   （む√i英、チャートを合み臍   

義一須恵器  ラケズリする。l二I練端部が外に囲  ㊥ll辺部外面にl二‡然紬、純  

く。  ね焼きのためIl辺端部に須  

田  
班灘川‘が触着  
r－・・・一‾－   

逆Il描トまわりの－】ク「りこよる。水  （中外面オリーブ畏色、内面  

16．0   挽きののち大外榔戯を小火から外   にぷい釣橙色㊥やや不良④  
ll1－l  藍一須恵器  

5．7  への恒】転へラケズリ（7回転）。  天井酌まぼ完存、廿辺郁刃  

稜は丸い。大外灘にへラ汀d号。  （カイ＝了英、チャ－トを含み据   

辿Il、路はわりのロクー，による。水  ヨコゾ・デ。l】線描描；に内偵する段  ①外面黄灰色、州rt硝伏色  
15．8  

＝l－6  お－須建都  挽きののち大井椰を小火から長の  
5．1  

㊥良好④パ④軽イ▼r、イl共チ  

穐州で回毎へラケズリ。   ヤートを含みやや批   

迎l】、棺はわりのPクPによる。水  ヨコナデl，11繰紺訊こl月例する段  ①外inl灰オリーブ色、内面  

14．3           挽きののち大外抑を稜からHを城  を有する。   浅肌用色（砂不良④11辺潮力  
lIト理1  龍一須恵据  

し回転へラケズリ。  天井部若干（むイ＝i共、チャー  

ト、酸化鉄を含みやや机   

ll掃1■淡わりのりクPによる。水挽  
12．2  

①崩灰色㊤極めてノ辻好㊥烏  

1Il－27  杯一須恵据  きののち休椰を小火から％の他州  （狙わ共、チ1・－トを含み摂  

4．8    でl朴転へラケズリ。   ＠底部に無体が付弟   

時針まわりのりクロによる。水挽  ①灰色㊥極めてJ辻好④％  

12．3   きののち体郁を小火から％の穐州   
lll－40  杯一須恵器  

（妙齢⑥兼ね焼きのため受珊  

5．2  でいl転へラケズリ。  に蓋片が触着、休部全体に  

l；l然和がかかる。   

水挽きののち八i郁にl叫本前後を叫  明捗色㊤良好④烏④ナヤ  
111一理2  窮一須恵船  

位とする披状文を施す。   －ト、軒イニiを含みやや糾   

/r 
1／＼  

逆l朋1■波わりの・1クPによる。水  ①灰色㊥やや不良㊥％④軽  

挽きののち底郁を・い心から％の純  石、イ＝l炎を含みやや机   
満杯  18．0  州にわたり川転へラケズリ、小火  

lII－35  
一須恵器  部に脚郡接介のためへラで刻みl】  

を川心lljl人に入れる。肋の透しは  

≡力にり－jく。   

PクPによるヨコリーデののち五つ  ①骨灰色㊤梅めて良好④％  

商杯  を単位とする長力形の透し穴を千   ④石英、軽石、チャートを  
1ⅠⅠ－7  

一須恵据  鳥状に上■トニ榔こ穿つ。上‾Fの適  含みやや机＠透しは下段2  

し穴のl川には二条の凹線がめぐる。  」二段1を確認した。   

、
東
研
瑚
・
ル
ち
ぺ
レ
 
 
 



外 面 東 亜   
①色雨堰淵鱒㊥痍有感胎土  

番 号  蕎  形  す法  内 面 詞 盤  
⑳備考  

囲   
休部ほナヂのち着から左へのへラ  

①明赤褐色＠慮好蝕砂酸 r  

1え：6  

ケズリ、、口縁部ほ休部との境の稜   化鉄、紫革輝石を含み密＠  

杯  をへテナデで作サ出した（ために  鱒璽三重堅塁至嵐び鼠呵面  

凌が二重になっている部分がある  に亀が付着  

のちヨコナデ。  

体蘭はナヂ。口鹿部きコナデ。  ヨコナデのち体部上位に左上りの  

2 諾8  杯  14．d  暗文が施される。   
、｝   

ヤート、鹿石、石英を含み  

密  こ小心l  lケ  

1g．6  胴部は下から上へのヘラダズリ、  胴部ナチ」口濠郡ヨコナデ。   ①浅黄橙色⑧艮好⑳宛㊨石  

2宮1  垂  口帝都ヨ軍ナヂ。  英、紫野鱒石、鞋石を含み  

柩  

咋  

胴部申鱒の下から上へぬへヲケズ  胴部下乾をユビナデ、中位をヨコ  観内面姐、   
りのち下位を下端にへテ原をのと  へラナデ。   澄色⑧長好㊥％包嘘石、柴   

■羊  

■■■  

す下から上へのへラケズり。底面  蒋輝石、石英を食み粗  

7．4  は単方向のへラケズリ9  

才  
㊥外型邁、内面聖蟄こ  
炭化物が付着、  

軋  
r－‾■一  

俸郵時ナチのち右上りのへヲケズ  盆  称  11．8  3  リ日録攣三三三ぞq   

石を含み瞥  

伊  体感ぬへラケズリのち稜付近を除  ヨコナチ。   
12．1  

⑳赤橙色㊥良好＠％④酸化   

宇   き右から左べの単方向のベラケズ  鉄、紫琴鰯有を食み密㊨外   

乳  
リその後ナテ㌔口綾部はヨコナデ。  面体郡に黒斑 ＿＿＿一一■－＿．．．▲  

ヽ  
15．4       体部は右から左べのへヲケズリ、  ヨコナヂ。   嘩塗＠長野◎宛④石英  

ヽ 一勺  
由縁都はヨコナチi  を含み蘭  

■1  休部畔ナヂのち中位以下をへラケ  ヨコナヂのち休部止単に左上りの  ¢睡色㊥良好麟④石夷、   
12二8  膚文を施す。   紫凝熊石を含み醜外面体   

395  堵   5ム0        血  鞄退避、商型室生盛付薯  
／し  

｝＼  

11．3  
体都塵チヂのち主として左から右  ヨコナヂ。   ◎瞳色◎良好＠粥＠常欝揮  

3H十126  杯  へのへヲケズリのちナヂ。臼鹿部  
如  

石を含み密◎轡に鳥  

へはヨコナチ。  鱒′聖跡付着  

脚部下位をヨコナヂのち中位以上  脚部ヨコナヂ。輝度都はナデ。脚  ①僅蟄⑧鹿好細石英、  

3H－4  高  杯  欝を杯部は柄を用いて接合する．  衆評輝石、軽石を含み、や  

9，6   や粗㊥内外脚  

屯          辛抱b俸部は中位～下位にユ．ビナ  手乱有かう左へのへラナデのち  ①浮草瞳色＠良好＠％㊨石  

ヽ’  ナデ。   熟紫凝輝石を食みやや粗  
8．一瓢  ㊨口唇都は一部をのこし灸  

粛 d 声 lて  けている、その上面は頂く  
5三0   も一平面上にあり、故意に  

和  
そうさせたもめかもしれな  

頭  
tヽ   
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①色調④焼成④残存④胎土  
番 号  船  形  寸汰   外 ini 調  整   内 Irli 調 整  

㊥備考  

崇 
l㌢、ウ  
18．4   

l：I緑帥まヨ＝り一デで什．l二げるが按  デ。   化鉄、√i英、紫郎輝石、柾  
51  堆  

命痕が二段詑められる。  石を含み粗㊥内  

耐二l辺都に焦が付弟  
＿．＿．＿＿．．．．＿．＿＿．．．．．＿．一一  

咽骨†‘まわりのPクpによる。水枕  ヨコナデ。lI唇部にはl月例する段  ①灰色㊥不良㊥％④チャー  
9．8  

3ⅠⅠ－】97  杯一須恵器  きのち体郡を％の範囲で回転へラ  トを含みやや削  

ケズリ。   

0   休部はイごiから左へのへラケズリ。  ヨコナデのちl’】屑部灯下から休部  ①赤橙色㊤良好㊥兄由酸化  
11．9  

杯  ll選弾はヨコナデ0   上申こかけてお」二りのへラミカ■キ。  鉄、石英、紫郎和木を含み  
5．2  

密㊥内外い妬こ煤付荊  

休部は上位をノfミからイrfへのへラケ  ヨこり‾デ。   Q盟色㊤良好㊥％④軌辻㊥  

杯   11．8  
5．1  

外面休部に崩斑  
＿＿＿＿⊥ゝ＿＿＿－・一l  

リのちナデ。rl蝕輔はヨコナデ。  

（こ）   休部は左から右へのへラケズリ。  ヨコナデ。   
11．0  

（剋温色㊥良好④％④石英、  

杯  l＝I綾部はヨこ】ナデ。  
4．8  

軽石、紫郎榔イ＝iを含みやや  

租㊥外面休部に殿斑   
■－－－■■－■■■llllllll■－■■■■・■l■  

くフ   P二♂  ①建1㊤良好④％④粕良  

杯   ・しをシ 4．7   ＠外泊‖こ媒付着  r‾ ） 一  

11泉摘iは≡Iコブーデー｝  

休部は下位を叩方向ヘラケズリの  ミュナデ。   
12．7  

①橙色＠良好㊥％④柾千f、  

41Ⅰ－4  杯  ち上位をイニiから／［ミヘのヘラケズリ。  
4．8  

石英を含み糾牲卵塊こ  
「I繰部はヨコナデ。  黒斑、内外耐こ附、1■着 ′‾  

い 

ヘム   風化のため不明。   
12．5  

風化のため不明。  ①位色㊤良好㊥タ盲④軽才i、  

4ⅠⅠ－75  杯  
4．6  

石英、紫郎輝石を含み据＠  

外rn忙媒が付着 ■一■一一■‾  

⊂）   
休部は左から右へのへラケズリ。  休部はへラブ・デのち全休をヨコナ  ①赤樺色㊥良好㊥パ㊥軽イゴ  

13．6  
4I1－5  杯  トI繰酌まヨニーナデ。   デ。＝壇部の1Iえ山頂‖こは沈線梯の  

5．4  
ものが入る。   外面休部に畏班  

Q 林部は／lてからイごiへのへラケズリ。  休部ヨコへラナデのち全体をヨコ  ①赤澄色㊥良好④パ④才＝i共、  

11．8            11綾部はヨコブーデ。   
。7  杯  

ブ‾デol・l線型泣叫側から．嬰野生き  軽石、紫弗輝石を含み臍＠  

5．2  しエ頗戯す0   外面休部碇灘圃、体附こ煤  

′・＜ム｝、 
が付着  

ノg．ク′1L〝’‾  
胴酌ま中位以上を下から上へのへ  胴部はイゴから左へのへラナデのち  ①にぷい黄橙色㊤良好④％  

ラケズリのち下位を左＿L：から右下  横方向のナデ。下位に接合痕を残  ¢）石英、軽石、紫郎輝石、     27 ン  触  適                       ．9 7．6   へのへラケズリ。「I綾部はヨコナ  を含みやや机㊥タ噂全体上  

デ。机成後、外力より底部を抜く。   内耐口辺翻に嫌が付着  

、 

＼  
胴部はlい位以上を下から上へのへ  胴部はfiから左へのへラナヂ。l：】  ①挽茎拉負㊤良好④％④紫  

18．8  
ラケズリのち下位を左」二から右下  綾部はロコナデ。町i部の稜直下に  郎輝石、軽石こ石英を含み  

4Ⅰ▼Ⅰ－70  

へのへラケズリ。l二】緑部は‡了から  やや粗也外面胴部に嫌が付  
左へのへラナデのちヨコナデ。   着  

ー3－   
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番 号  器  形  寸法   外 面  訓  鮪   内 l再  調  整   
①色調㊥焼成④班存④胎土  

（む備考  

0  
底面はソ’デ0胴部は三】三色ノせら左  胴部はソ・デ。I】綾部ヨ＝り一デ。矧          ノ‾■ヽ一  ①にぷい橙色㊥やや不良（む  

｝   

へのへラケズリのちリープ。II綾部  パ㊥軽石、イl炎、紫郎料i才二i  
9．4  

はヨ：∫ナデ。   

4ⅠⅠ－l   句㌍   13．1  
を含みやや机㊥朝潮鱒底叩  

から口唇部まで全体に媒が、  
7．0  

内面もほぼ全附こ依化物が  
付弟  

伸1椰は小位以上のFから．トヘのへ  胴部はれから左へのへラナデのち  Q！；．ぷい荊潤色②良好④舛  

20．0            ラケズリのち下位を左上から存卜  ナデ。Il綾部はヨコナデ。   ④紫鮮輝石、較才ほ含扇l   
33．6  へのへラケズリ。l二l緑耶はココナ  ㊥外耐こ煤付着   

～－、  4H－7  伸、匂 煙                    あ           巾 F  5．8  デで什上げるが接合痕が二段残る。  

此l仙は申方向のヘラケズリ。  

田  
胴郡は卜から上へのへラケズリの  イ＝iから左へのへラナデのちナデ 。  ①I；ぶセ、黄樺色＠良好④％  

ち三l三としてノー三からイiへのへラケズ  （む√i英、紫郎剰石、軽石を  
4Ⅰ▼l－8   堆   

リ。庶l“には木難航を残す。  
トーー■■■■－■－－－一－一■■■●・・・■一■一一－－－－－－   

含み別（む外面全体に煤、内  
6．5  

拍＝こ炭化物付弟  

（2   胴部は卜位を右からんへのへラケ  才iから／■三へのへラナデのちソーデ。  ①にぶ史〕拉色④良好④％④  
染           4H－76  ズリ、小位を下から上へのへラケ  接合痕を残す。   

｝‘‾  
イこi英、紫碑輝石を含み粗  

4．8  ズリ。庇irliは単方向（7）へラケズリ。  

く⊃  13．2  

5H－4   杯  
①樺色④良好④％④精良  

4．7   

い1．6  帆化のため不明、脚部下勅はlれ収  風化のため不り」。   ①橙色㊥やや小良④％④職  

声1杯  良＠外面杯郡に椙班  

こめ小1い  

抑杜珊のソ・デ、洲裾郁のヨコナデ  胸部はヨコソ・デ。休部はへラミカー  句法絶壁負寧ノ岬④力④紫  

のちやや捌めに佃広の縦プル」のへ  キし，   鮮輝石、チャート、酸化鉄  

ラミガキを脚柱部に施す。  を含み君  

丁＋  脚糾まソーデのち下半をヨコソ‘デ 

阿  

、  脚裾飾はヨコブーデ、胸杜部はんか  ①整◎良好㊥杯用夙、脚       ▼、   
18．0  
杯椰との接合部にはエビソ‾デ痕を  ら左へのへラケズリ。林部はヨコ  迎劣④紫脚腑、ナ1・－ト、   

8  声一占杯  

ノ  
残す。林部はヨコナデ。林部Il娼  fi共を含み密  

寸舟1い1  

1  18．2  【二l綾部のヨコナデのち胴部を下か  胴瀾服＝・デ。Il緑酌まヨコナデ。  ①にぷい橙色㊤良好④％④  

牡           5Il－63  ら上へのへラケズリ。  冊  

）寸  

／   伸輔は申方向のへラケズリのち構  休部は桝方IJりのヘラブーデのちヅ・デ。  ①浅黄橙色㊤良好㊥％④紫  

10．8  鮮和石、軽√」石英を含み  
杯           6ⅠⅠ－37  

4．8  コナデ。休部とl二l緑榔の矧こ接命  
J  

帝  

頂を残す。  

休部はへラケズリのち粗方向の机  体椰は㌫からイニiへのへラナデのち  ①にぷい梢色㊤良好（亘琶存  
12．5  
いへラブ‾デ。［】綾部はヨコソ・デ。  ナデ。II綾部はヨコナデ。   ④紫購明徒、軽√i、石英を  

■、＿＿一二＿＿ノ  5．4  
休椰と卜l綾部のt酎こ接合鵜を残す。  含み哲也外面体酢こ殿斑．．．   

ー 4 －   



①色調㊤焼成㊥班存④胎二L  
ホ 号  器  形  寸法   外 iJ【i 訓  調   内 面  調  整  

㊥備考  

体櫛は車力向のヘラケズリのち桝  休部は‡iから／言へのへラリーデのち  ①浅黄橙色㊤良好④％④紫  

僻輝石、石其を含み密㊥外  
杯   

12／1            方向の糾いへラナデ。Il緑酌まヨ  ナデ。l】縁郁は三－コヅーデ‘，  

5．0  ニり・デ。休郁とl】綾部の境に接合  面体郡に黒斑  

蛸を残す。  

休郁はんかられへのへラケズリ。  休部はイiから左へのへラナデのち  ①橙色㊤良好④％④紫郎抑  

く  
12．4  

（三  杯  4．6  
ll綾部はヨこり一デ。   ナデ。l二l綾部はヨこり一デ。   石、石英、チャートを含  

みやや粗  

胴部はイi卜から左上へのへラケズ  胴部は駅方向のへラナデのちリーデ  ①浅鋸窪色④良好④パ㊥署  
20．8  

リのちナデ。II綾部はヨこ∫ナデで  彿輝石、軽ホ、√了英を含み  
6ⅠⅠ－8   乍じく  

什上げるがその小仙こ接合瞑を残  やや机＠外的＝こ毀斑、煤が  
4＝  

す。l】娼部はIJ」川某りされる。   付着  

19．4  胴部はナデ（，】l緑価はヨコヅーデ。  胴部はイ丁から左へのへラナデのち  ①にぷい橙色＠J辻好④％㊥  

煙  ナデ。lご】綾部はヨこトナデ。伸・】部に  軽石、｛l英、紫郎和才ニlを含  

∴  接合鳴を残す。   み粗＠柚帥こ煤が付着  

18月  胴部は卜からトヘのへラケズリ。  胴部は才一から左へのヘラナデ。l】  ①に杜絶色喧帰日■f㊥％④  

6日一明  牡  l▲I線榊はヨコヅーデ。   綾部はヨ：」ソ・デ。   軽石、√i英、紫郎榔イニ盲を含  

み粗＠外的＝こ煤が付椚  

12．7  休部は上から下へのへラケズリの  ヨコナデ。   7∈ヲ。  杯  ①鐙色㊤良好④％④鼎鮮和  

ちプーデ。l確か榔はヨコナデ。  ホを含み精良  

休祁はドl㌔を申カl句のヘラケズリ  
12．4  

71l－3  杯  のち上半をイ丁から左へのヘラケズ  石、チ1・－トを含み精良侃  
4．6  

リ。lI綾部は三i＝り一デ。   外面休部に黒斑  

U  休部は＿1二位を√iから左てへのヨコへ  ヨコナデ。   型草色多良打④％④榊紬  

128            ラケズリ、小位以卜を不定方向の  
7l1－37  杯  

石、石其を含みやや机＠休  

5．3  へラケズリのち串方IJ・jのへラケズ  部に薄い損斑  

リ。l】綾部はヨコナデ。  

（＝⊃  休珊はヘラケズリのちへラブーデ。  体郡はイ洒、ら左へのへラナデのち  ①にぶ山路色㊤j辻好④パ④  
7ⅠⅠ－7   杯  11．8  

「I縁郡はヨ：丁ブ・デ。   ヨコナデ、l‘l綾部はヨ：」ブ・デ。  紫碑輝石を含み精叔  

休部は上位を左からイ了へのへラケ  休部は拭力l「りのへラブーデのちヨコ  ①に赴樺色④良好㊥体刑  
12．4  雇5  杯  ズリのち全林をソーデ。l二I綾部はヨ  最、口琴邦％④酸化鉄を含  
4．3             コナデ。   

高葡良  

こ／  
休部は右から左へのへラケズリの  休部はイてから左へのへラブ・デのち  ①橙色④良好④％④紫郎和  

く  
14．0            ち下半に坤方Irりの、そののち」二半  ヨコナデ。l‘I綾部はヨコナデ。ll  石、軽石を含み精良＠両外  

杯  
3．6  に構方IJ一」のやや削いへラミガキ。  唇紬こ面をもつがその小火が浅く  再蛙盤む札藤一  
l二l綾部はヨコナデ。   凹み、沈線様を呈する。  

圃   

底面は据なへラミカーキ。胴珊はナ  胴部闇下位を借方ドーJのヘラミカーキ。  ①にぷい橙色㊤良好④Jjl凋；  

13．0            デのち上小下位三段に主として縦  中位以＿1二を偶力IJりのナデで仕上げ、  ％、口綾部％ ④紫郎椰石、  

尋                      7ⅠⅠ－18  19．3  方向のヘラミカ■キを施すが中位の  接合疾を残す。l二I綾部はヨコナデ。  軽石を含み麿＠外面胴部下  
6．6  ものが最も臍で、下位のものが削  半に罠斑  

である。右投のl二l綾部はヨコナデ。  

J  
－5－   
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番 号  器  形  寸法   外 面  訓 腱   内 ini 訓 職   
①色調頓）焼成④現存④胎土  

¢）腑考  

∈：）   17．5  胴部は上位を下から【l二へのへラケ  胴部は桝プブ向のナデ。l二l緑部はヨ  ①浅蛮橙色㊥良好④t／包＠  

雛           71Ⅰ－13  ズリ。口緑部はヨコリーデ。   コナデ。   石英、軽石を含み机㊥外面  

に煤が付着  

尉嗣むり㌔脈闇は上からFへの  右下から左上へのへラナデのうち  ①洩塾型星野良好④尾部完  

へラケズリ。   ナデ。接合痕を残す。   存、胴部シ乃¢）石英、軽石  
襲   

7．4  
を含み粗㊥型牡∈必血J  

も  ヨl竺旦三とL⊆農臥  

底部は府城のため不明。胴部は右  胴部は構力向のブ・デ、下位に接合  ①浅黄橙色㊥良好髄嘩  
■Fから左卜へのへラケズリのち縦  痕を残す。動部は左から右のへラ  

（プ 7l・Ⅰ－50  埜  圏  亘熊石、石英、無期刑罷を  
6．8  のへラミガキ。l1絹朝；はヨコナデ。  含み粗㊥外野去嶺斑  

媒が付着、内面にも煤付着   、－■．．．▲  

休部は上位を左から右へのへラケ  体デ錮まヨコナデのち縦カIJりのへラ  ①亦橙色＠良好（釘㌢も亘）ホ  

12．4            ズリ、小位以下を埴方向のへラケ  ミガキ。l】綾部は≡Jコヅ・デ。   英、紫郎輝石、軽石を含み  

園   
杯  4．7  ズリのち全休をナデ。1二l縁翻はヨ  潜桓）外面口綾部から内面体  

コナデ、l】屑部をirlり反りする。  郡上半にかけて黒斑 ・■一一一一－一一－－】－■■■－■－・一・－－・・－■  

休部は上位を右から左へのへラケ  Q藍色㊤良好㊥り④紫僻  

ズリ、中位以下を埴方向のへラケ  輝石、軽石、石英を含み密  

ズリ。口綾部はヨコヅーデ。   

休部は右から古三へのヘラケズリの  ヨコナデ。‖僧都り吐迎姓．が虎さ・」  ①螢色＠良好埴＝／1④軽石、  

ち弾力向のへラケズリ。l1線酌ま  れ、そ廻型堕、沈線埜屯墨  石英を含み密㊥外面に促拡′      ー■■■一′■  
す。   付着  

政部はへラケズリ【，朴ほiは下から  胴部は右から左へのへラナデのち  ①淡赤橙色塗炭好④l二I練都  

12．8            上へのへラケズリ。l二】総帥まヨコ  ウーデ、接合痕を残す。「】綾部はヨ  yl、胴部以下レ1（互凝れ  
ヽ．＿＿  占  襲                       17．2 6．2  リーデ。  コナデ。   チャート、紫郎抑石を含み  

机㊥外政解放がイ上着、伽沌  
黒イヒして｝、†争。  

4．2  ①咋ぷい改段色㊤良好＠冠  

在④紫郎輝石、軽不を含み  

やや租㊥外面に煤がイ、J■弟  

18．5  胴部は右下から左上へのへラケズ  胴珊は右摩ら左へのへラナデのち  ①鞄藍色㊥良好①／1④転  

リ。日録部はヨコナデ。   ナデ。口縁部はヨコナデ。   石、石英を含み粗（中外面に  

十  褒  嘩典着  
‾‾、  

／′／′′   

′ぐ  Q  胴部は上半を下から上へのへラケ  胴部は右から左へのへラナデのち  ①浅訴橙色㊥良好④完在Q  

ズリのち下半を左＿1二から右下への  ナデ。口綾部はヨコリーデ。   石英、軽石、紫郎蹄石を含  

8H－ ノ  
へラケズリ。旺拍jをへラケズリで  み粗（参外面区般斑、煤が付  

／  
面取りする。口綾部はヨコナヂ。  

眩耐まブーデ。胴部は小位以上を下  胴部は右から左へのへラナデのち  ①琴単色㊥良好④口腰部お  
18．3            から上へのへラケズリのち下位を  ブ・デ、下位に接合痕を残す。口線  よび氏部完私胴部し乃④  

餐                       30．3  左上から右下のへラケズリ、さら  部はヨコソ・デ。   石英、軽石を含み粗（む外面  

5．3  に下勅を左から右へのヘラケズリ。  隼煤が付着、胴部上位に外  

圏  lコ緑細はヨコソーデ。  面からの穿孔   
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①色調＠焼成㊥残存◎胎土  
番 号  器  形  寸法   外 面 調  整   内 面 調整  

毎）腑考  

し  

12．8  休部は構方向のヘラナデ。口綾部  全体をヨコナデのち体軋土雄＿匹右  野良好④折④紫郵  
杯  

4．8  はヨコナデ。   好ける恒星藍塵す0   輝石、石英を含み解  

休部は下位を精力向のへラケズリ  休部を右から左へのへラミカ′キの  ①匠ぷい橙色㊥良好④㌢も  

のち全体をへラナデ。口綾部はヨ  ち全体をヨコリーデ。「Ⅹ．」状の線  ④紫郎御着を含み揮㊥如j  

コナデ。   刻を施す。   に黒斑  

囲   休部はへラケズリのちブーデ。11嶽  ヨコナデ。   ¢）橙色径）やや不良㊥t／4④  
12．8  

杯           9H十143  部はヨコナデ。  紫郎輝石を含み輪良㊥外面  

休部匠紫斑 －－－・・－－－・J  

9．7  風化のため不明。   夙化のため不明。口屑部に面取り  ①橙色㊥良好㊥目線部7カ、  

がなされる。   胴部／3＠酸化鉄を含み精  

良  

政面はナチでその中央忙径1小用  右から左へのへラナデのちヨコナ  ①辿1艶色㊤良好㊥／1  

15．0            のl】J孔を穿ち休部はナデのち部  フー0   ④顧石、輝石を含みやや朝  

9二）7  酌  9．8   ㊥外政匹黒斑、内外面に煤      、■■■■■■－■一■一一■一一  

孔6  上位に接合痕を残す。l〕緑部はヨ  が付着  
、－′ニー・・・一一－－－■■■、  

コナデ。  

①黒褐色＠良好㊥㌢勺④石  

お－。1  手 悍  4．4 3．8  英、紫姉輝石を含みやや机  

3．4   ㊥内外面が煤化  
、、一■一■－・■一■‾  

は   
隠面はナデ。休部はユビナチ。  右下から左上へのユビナデ。   ①搾遥辻鰯遜色④良好㊥㌍  

手 揮           9H一理  ④紫酔輝石、軽石を含みや  

4．8  や机㊥内生正数ヒ  

杯部はヨコナデのち下位を回転へ  
10．4  塑造㊤やや不良㊥招④  

隔  ーズリ「一位に2粂の沈絨そ   紫削刺石軽石を含みやや  
り1111  

須恵器  の下に左傾する列点文が浅く施さ  棚．  
、－－－、   

れる。  

胴部は【Fから上へのへラケズリ。  胴部は右から左へのヘラナデのち  ①毯鼠色色㊥良好㊥巳塵邸  
19．6  

幾           9H－う0  
口緑都はヨコナデ。   ナデ。l二l縁部はヨコナデ。   壷穿、胴部2／う④軽石、石  

英、紫鮮輝石を含み机（釘外  

面に嫌が付着  

与ノ   休部はへラケズリ。口綾部はヨコ  ヨコナデ。   
12．6  

（カ橙色㊤良好④紫弗輝石、  

杯           10H－20  ブーデ。  石英を含み帝④レ〃㊥外面  

休部に熊斑 ‾叫■  

G）   
休部はナデ。口緑部はヨコナチ。  右から左へのへラナデのちヨコナ  （∋咋ぶい橙色㊥良好㊥完存  

12．0  
10Il－1  杯  

5．8  
デ。   ¢）紫郎輝石、軽石を含みや  

や粗㊥夕煙控煤が付着  

∈〕   脚部は脚柱部を縦方向のへラケズ  脚部は、脚裾部をヨコナデ、脚柱  （D橙色桓）隆めて良好㊥脚部  

高 林           10H－18     リまたはへラナデのち全体をヨ、コ  部を右から左へのへラケズリ。杯  レ／1、林部1／乃伍）精良⑤脚  

9．1  ナチ。杯部はナデ。   部はナデ。   阻財夕煙些些裏付着   

っ
J
叩
巾
て
S
 
l
√
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番 号  器  形  ‾寸法   外 irli 調  堆   lノう  面  捌  鮨   
（カ色調¢）焼成層）班存す舶土  

＠備考   

休部はナヂのちヨ三匠構力向の糾い  体椰をイfからノ■ミへのへラソ・デのち  C樺色＠良好④レうゆ紫郎  

㊥  杯  12．4 4．8  ヘラナデ。Il鯨郡はヨコナデ。  全休を≡J：り・デのち「X＿＝恥乃線  
刻を施す。  

′－－－－－一一‾－   

肱両はリーデぐ，胴部は・い位以下をF  胴部は‡了から左へのへラブーデのち  ①にj辻温色＠良好④7丞  

から卜へのへラケズリのち下位を  ナデ、下位忙接合娘を班す。l】緑  ④石英、紫郎輝石を含み糾  
襲   ÷    20．4 35．0 5．3  ノf三卜からイ了卜へのへラケズリ。l】  桓）外面胴部K煤が付椚   

絃部はヨコリーデ。   

19．2  休部はイiからノⅠ▼てへのへラケズリ。  
鉢  

①にぷい橙色＠良好¢14  

l】緑・椰は≡－こり一デ。   亘）石英、軽石を含み机   

底面はへラケズリ 。胴部は小位以  卜位の接合娘心下はイiから左への  （Dにぷい樺色¢）良好（わ／1   

18．4  

1夢  

埜  

5．1  リ。l】級榔はヨコソ・デで接合頂を  

残す。   

低価はナデ。凹凸を有し乱lげの  胴昂はイ＝－から方ミへのへラブーデ。l】  （ぅにぷい樺色¢）良好（弧／1  
37．4  
際の粘二l二組の中位が明瞭な胴部は  ④紫郎輝石、軽石を含み机  

13Il仙43  察   36．0  
ソ・デ。Il鯨珊は＝lコナデ、11層部  

7．6  
（む外面に罠斑   

をini枇りする－）   

休部は構方向のへラケズリのち粗  休部はへラリーデのち乙l‥リーデのち  ゆ置色㊥良好㊥完存㊥紫僻  

い≡lコへラミノノ■キ。Il綾部はヨコ  」ll半をイさi仙するへラ ミノノ′キ。［I緑  輝石、石英を含み牌＠内外  

郡はヨコナデ【，   面に異班、煤が付新   

12．2  休部はリーデのち描方向のへラナラ㌔  ヨ＝り・ヂのち休郁1二～11をイf仙する  ①樺色㊥良好④完抑訓l英、  

へラミガキ。   紫辟郡市を含み揮   

／   
休部はウ・デのちイiから左へのヘラ  ヨコナデのち休部．卜㌍をイ涌ける  ①橙色㊥良好④完γfゆハ英   

12．9  へラミガキ。   紫朗刺石を含み臍＠外面休  

1¢5  
杯  

4．5  部K黒斑、内外面に煤が付  

着   

休部はソ・デのち構方向のへラナデr）  右からノ．ミへのへラナ・デのちヨコナ  亘）匠ぷい橙色（塾良好（針析  

13   ¢  杯  12．7 5．5  ll綾部はヨ：り－デ。   デ。   （砂艶碑料石、軽イiを含みや  

や机   

11．8  休部はイiから左へのへラケズリ。  ヨコソ・デ 。lり～頚部に内相ける面を  ①橙色（多良好④8／旬④チャ  
杯  

4．8  11綾部は三lコリーデ。   つくり目す。   ートを含み密   

休部はナデのち下半をおよそ埴方  休部を構方1rりのへラリーデのち全体  ①控ぷい橙色㊥良好（㊨レ勺  

¢9  杯  11．8 4．8  lriJのヘラケズリ。Il綾部はヨコブ・  をヨコナデ。Il屑部にl勺仰する面  （む石英、紫郎制宥を含みや  
7‾。   をつく り‖す。   や机＠【畑佃而に煤が付荊   

休榔はナデのち下半をおよそ埠カ  休部を概方向のへラリーデのち全体  ①にぷい橙色㊥良好④lI線  

11．9           向のへラケズリ。l二】練部はヨコブ・  をヨコヅ・デ。‖屑部にl勺擁する面  部l丞、休部㌢勺④石英、  

¢  杯  
5．3  フ▲。   をつくり目す。   紫弗輝石、隠化鉄を含みや  

や机㊥l勺外面K媒がイり‘弟   

ー8 －   



番 号  器  形  寸法   外  面  調 解   l勺 irli 調 樵   
0色調＠焼成㊥残存¢胎1二  

＠備考  

休潮はおよそ‡了からんへのへラケ  ヨ＝けデ。l二I屑部に内心り－る面を  C樟色＠良好¢）完存④チ1・  

ズリ。Il総帥は≡！コナデ。   つくり目す。   ートを含み碑＠外面休部K  

黒斑、内外irliに煤が付椚  

体制まナデのち‾卜半を構方向のへ  休部はおもに構プ挿Jのへラナヂの  ①嶋赤禍色（軌良好㊥lI緑部  

11．7            ラナデ。11緑部はヨコヅーデ。   

首肯＿2  杯  5．6  

ち全休をヨコウ・デ。＝屑部に内傾  1／乃、休部1／＝弧ホ共を含  

する面をつくり川す。   みやや机＠内外面に焦が付  

着  

4妄、三云  杯   12．2  休部はへラナデ 。lI練部はヨコナ  休部をイニiからんへのへラソ・デのち  （互）橙色＠1辻好㊥りも¢）紫郎  

5．0  7‾。   全体をヨ＝－リ・デ。   抑石を含み精良  

／‾  

13．0  風化のため不りル   （∋橙色＠良好㊥1／パ亘）酸化  

5．6   鉄を含み精良  

脚裾郁はヨコナヂ。脚杵部を上か  脚部は左＿卜からホ下へのユピソ・デ。  ①得色＠やや不良④完＃④  
14．7  
ら下へのへラケズリのち林政部を  梢良（勤軸甘柿郁K嫌が付弟  

Fから上へのへラナデ〔，l二】緑部は  1ご二3  満 杯   10．3 10．4              ヨコナデ（，   
卿裾部はヨコソーデ、榊粧部は．卜か  脚部は／「∴1二からイi下へのユビリーデ。  （p殴色頓）極めて良好㊥完存  

鼻   

15．6  
ら下へのヘラケズリ。林政部は‾F  ④精良＠外面l】綾部忙畏斑  

苗＋杯   11．8  
からt二へのへラケズリ、l二】綾部は  

9．9              ヨ‥－ナデ。   

酬鋸鰍ま≡lコナデ。抑柱部は林政  脚部は左＿卜からイi下へのエビナデ。  0橙色㊥極めて良好㊥完存  

15．6  ④精良  

夕   
高 林   10．6  

9．9  

ナデのちヨコブ・デ。   

榊裾郡はヨコソ・デ。脚杵部を上か  脚部は左■l二からイi下へのユビナデ。  （互）橙色㊥悼めて良好④杯部  

15．1            らFへのへラケズリのち杯駄鞘を  脚部は脚耽部をイてからノ言へのへラ  l／パ、脚部完存④相成  

満 杯                       10．9  

10．5   

7■。   

小火がl川む駄的＝まナデ。胴部は左  イ‡iからノ】てへのへラブ・デ、接合痕を  ①にぷい橙色㊥良好④㌢う  

＿l二からイi下へのへラケズリ。   班す。   ④チャート、ホ英を含み榊  

＋十＋  艶   5．7  良㊥外面に媒が付着  

lリl凸を有し巻上げの際の粘土組の  胴部は右から左へのへラナデ、下  ㊤橙色④良好㊥完存④紫郎  

坤位力叫川居な排卵紬はナデ。庶面は  瑚を左から右へのへラケズリのち  抑石、軽石を含み削  

へラナデ忙より拍i収りされる。口  ■t】位以下を縦方向のへラミカ■キ。  

緑郡はヨコナデ（，l二I層榔を面取り  l二l緑郁はヨコナデ。  

体価はソ・ヂのちlい位を小心に捌い  ヨコナデのち休部に縦プブ向の削い  ①にぷい橙色㊤良好㊥1A  

1411－5   杯  
4．4  
構方向のへラナデ。l二】綾部はヨコ  亘）石英、軽石、紫郎輝石を  

ソ・デ。   含みやや粗   

′i／Åトと  
一 9 －   



ん√折∨＼㍉  
／一1  

①色調㊤焼成㊥残存◎胎土  
外 面  調 整   内面調整  

㊥備考  

希 号  器  形  寸法  胴部は下位をナデ、中位以上を右    ①匝放祖色㊨やや不良㊥尭  
12．2  
＿ヒヘのへラケズリ、下半を左上か  下から左上への擦痕を残すナデで  伍）石英、軽石、砂粒を含み  

14H－11  雛   12．6   
ら右下へのへラケズリ。口緑部は  tl：上げるが、接合疲旦ミ蓼る。口縁  粗毎）外面．に炊が付着＿k内  

∂   
6．4  ヨコブ‾デ。   部はヨコナデ。   旦！吐丸〕  

夙化のため不明だが、胴部に右か  構方向のプーデ。   ①燈色㊤良好◎レ巧¢軽石  
離  ら左へのへラケズリが認められる。  

一一－■・一 
紫碑輝石、石其を含みやや  

0   
6．3  粗壁杢選塾  

葦＼  
20．9  低価はナデ。胴部は下から上への  胴部は右から左へのへラナデのち  ①にぷい橙色＠良好◎材   

④チャートを含み机⑨外面  
8難          も  胴部下半に多く嫌が付着   

、、二■‾‾‾  

／ も   

胴部は上半の上から‾Fへのへラケ  胴部はブ‾デのち縦方向の．へラミガ  ①夕嘩層阜、内璽栗野良  

27．0   

丸  14H－3  へラケズリ。底二面はへラケズリ忙  キ。口綾部はヨコナデ。   み粗6汐卜哩晩が付着  

甑  
ヨコナチ。  

ー10 －   


